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今
、県
立
高
校
で
は
、地
域
と
協
働
す
る

こ
と
で
、そ
の
学
校
で
し
か
学
ぶ
こ
と
の
で

き
な
い
教
育
活
動
を
実
践
し
、高
い
志
と
佐

賀
に
誇
り
を
持
っ
た
骨
太
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
を
育
て
る「
唯
一
無
二
の
誇
り
高
き

学
校
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
地
域
全
体
。子
ど

も
た
ち
は
豊
か
な
地
域
資
源
や
様
々
な

方
々
と
出
会
い
、多
様
な
価
値
観
に
触
れ
ま

す
。そ
う
し
て
自
分
の
興
味
や
関
心
事
の
幅

を
広
げ
、深
め
て
い
く
中
で
、社
会
や
地
域

が
抱
え
る
課
題
に
気
付
き
、そ
の
解
決
に
向

け
、自
ら
考
え
、仲
間
と
話
し
合
い
、行
動
す

る
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。そ
の
経
験

は
、ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
も
含
め
、き
っ
と
、子

ど
も
た
ち
の
財
産
と
な
り
、未
来
を
切
り
開

く
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
様
々

な
関
わ
り
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、地
域
×
教

育
で「
唯
一
無
二
の
学
び
」を
磨
き
上
げ
、そ

こ
に
興
味
を
持
っ
た
生
徒
た
ち
を
惹
き
つ

け
、学
校
と
地
域
が
よ
り
活
気
に
満
ち
た
も

の
に
な
る
よ
う
な
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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「
唯
一
無
二
の
誇
り
高
き
学
校
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」始
動

対
面
に
よ
る「
高
校
進
学
説
明
会
」開
催

「
令
和
4（
2
0
2
2
）年
度
入
学
者
選
抜
」か
ら

県
外
か
ら
の
入
学
志
願
者
の
取
扱
い
を
緩
和

有
田
工
業
高
校「
地
域
み
ら
い
留
学
」に
よ
る

生
徒
の
全
国
募
集
開
始

「
S
A
G
A
唯
一
無
二
の
学
校
魅
力
化

実
践
事
業
」開
始

S
A
G
A
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン・
ス
ク
ー
ル
に
9
校
指
定

S
A
G
A
ス
マ
ー
ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
8
校
指
定

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る「
高
校
進
学
説
明
会
」開
催

県
立
高
校
及
び
県
立
中
学
校
の
通
学
区
域
を

廃
止（
※
１
）

佐
賀
東
高
校
、唐
津
西
高
校
、鹿
島
高
校
に
て

「
普
通
科
改
革（
※
２
）」始
動

唐
津
青
翔
高
校「
地
域
み
ら
い
留
学
」に
よ
る

生
徒
の
全
国
募
集
開
始

有
田
工
業
高
校
に
て

「
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー（
※
３
）」配
置
開
始

「
唐
津
青
翔
高
校
T
S
U
N
A
G
A
R
U

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
※
４
）」始
動

伊
万
里
高
校
に
て「
普
通
科
改
革
」始
動

※
１
生
徒
及
び
保
護
者
の
住
所
の
存
す
る
市
町
に
制
限
す
る
こ
と
な

く
、自
分
の
進
路
希
望
等
に
応
じ
、中
学
生
が
主
体
的
に
学
校
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、県
立
高
等
学
校（
普
通
科
）及
び

県
立
中
学
校
に
お
い
て
設
け
て
い
た
東
部
学
区
と
西
部
学
区
の

２
つ
の
通
学
区
域（
学
区
）を
廃
止
し
た
。

※
２
こ
れ
ま
で
高
等
学
校
の「
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
」は「
普
通

科
」と
さ
れ
て
い
た
が
、学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
改
正
に
よ

り
、「
学
際
領
域
に
関
す
る
学
科
」や「
地
域
社
会
に
関
す
る
学
科
」

等
の
普
通
科
以
外
の
学
科
を
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
や
生
徒
の
興
味
・
関
心
等
を
踏
ま
え
た
教
育
の
実

現
を
図
る
た
め
、学
科
等
を
見
直
す
学
校
の
取
組
を
推
進
。

※
３
「
地
域
み
ら
い
留
学
」に
よ
り
県
外
か
ら
入
学
し
た
生
徒
の
日
常

生
活
の
見
守
り
を
行
う
人
材
を
配
置
。

※
４
県
内
外
か
ら
多
様
な
生
徒
が
唐
津
青
翔
高
校
に
入
学
し
、「
未

来
」・「
世
界
」・「
地
域
」と
つ
な
が
り
な
が
ら
学
び
合
う
こ
と
に
よ

り
、骨
太
で
た
く
ま
し
い
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、唐
津
青

翔
高
校
及
び
玄
海
町
の
活
性
化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

「
唯
一
無
二
の
誇
り
高
き

学
校
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

　
県
立
高
校
の
魅
力
や
強
み
を
磨
き
上
げ
、学
校
の

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
外

か
ら
の
志
願
者
を
増
加
さ
せ
、学
校
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、社
会
に
有
為
な
人
材
の
育
成
・
輩
出
を

目
指
す
取
組
。

唯
一
無
二
の
誇
り
高
き
学
校
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
は
じ
ま
り　

　
令
和
３
年
度
か
ら「
唯
一
無
二
の
誇
り
高
き
学
校
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の
取
組
の

背
景
に
あ
る
の
は
、子
ど
も
の
数
の
減
少
や
県
外
の
高

校
へ
の
進
学
者
数
の
増
加
に
よ
る
県
内
高
校
の
生
徒
数

の
減
少
で
す
。こ
れ
ら
は
、学
校
の
活
力
や
教
育
活
動
の

維
持
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
？　

･
県
内
外
か
ら
の
志
願
者
の
増
加

･
県
立
高
校
の
活
性
化

･
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
・
輩
出

　
社
会
経
済
情
勢
が
変
化
し
、生
徒
の
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
て
い
る
中
、「
学
校
と
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
学

校
の
魅
力
化
・
特
色
化
」を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、志

願
者
の
増
加
、学
校
の
活
力
維
持
・
向
上
や
有
為
な
人

材
の
育
成
・
輩
出
、ひ
い
て
は
、地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
、学
校
の
魅
力
化
・
特
色
化
に
よ
る
好
循
環
を
生
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

佐
賀
県
の
取
組

唯一無二の誇り高き学校づくりの基本的な考え方

学校の魅力化は学校と地域との協働が不可欠。学校・県・地域等の
協働のもと学校の魅力化の取組を進めていくことが必要。

生徒や保護者から選ばれる学校となるためには学校の魅力や強み
を徹底的に磨き上げていくことが必要。

唯一無二の誇り高き学校づくりは、県立高校の魅力を感じた県内
外の多くの中学生や保護者が、県立高校に通いたい、通わせたい
と思ってもらえるよう、全ての県立高校において取り組む。
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魅力ある
カリキュラム

生徒の全国募集
（地域みらい留学）

高校進学
説明会

魅力発信

入学

生徒募集

高度で
専門的な学び

キャリア教育の
充実

探究的な学び

教科横断的な
学び

入学

唯
一
無
二
の
誇
り
高
き

学
校
づ
く
り
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
の
取
組

学校の魅力 磨き上げ

3



高
校
進
学
説
明
会

　
高
校
進
学
を
控
え
た
県
内
外
の
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
が
進
学
先
と
し
て
県
内
高
校
の
姿
を

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、県
内
各
地
で

高
校
進
学
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。全
体
説

明
の
他
に
事
前
予
約
制
の
個
別
相
談
ブ
ー
ス
を

設
け
、県
内
高
校
の
特
色
や
魅
力
を
よ
り
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

S
A
G
A
県
立
高
校
進
学
ナ
ビ

　
入
試
情
報
や
県
立
高
校
の
32
校
の
情
報
を
集

約
し
た
進
学
サ
イ
ト
。各
高
校
の
紹
介
動
画
の
掲

載
、高
校
進
学
説
明
会
の
個
別
相
談
予
約
、体
験

入
学
の
申
し
込
み
受
付
、中
学
生
向
け「
高
校
の

選
び
方
」Q
&
A
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
域
、企
業
、大
学
等
と
協
働
し
た
学
校
運
営
組

織
に
よ
る
高
校
の
魅
力
化
に
取
り
組
む
学
校

S
A
G
A
コ
ラ
ボ
レ
�
シ
�
ン
・

ス
ク
�
ル︵
S
C
S
︶

有
田
工
業
高
校
、牛
津
高
校
、太
良
高
校
、

白
石
高
校
、唐
津
青
翔
高
校
、唐
津
西
高
校
、

神
埼
高
校
、高
志
館
高
校
、鹿
島
高
校（
9
校
）

活動例

●
地
元
企
業
・
大
学
と
協
働
し
た

課
題
解
決
型
の
探
究
学
習

●
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業

生
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

●
地
域
と
協
働
し
た
商
品
開
発
、

起
業
家
マ
イ
ン
ド
の
育
成

●
地
域
の
多
様
な
企
業
・
団
体
と

連
携
し
た
体
験
活
動

●
県
外
か
ら
の
入
学
生
を
見
守
る

た
め
の
受
け
入
れ
体
制
の
構
築

▲

学
校
長
、教
職
員
、生
徒
、保
護
者
、地
域
住

民
、企
業
、N
P
O
、卒
業
生
、大
学
生
、大
学

職
員
、自
治
体
職
員
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
高
校

の
魅
力
化
の
た
め
の
運
営
組
織
。

▲

学
校
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が
ら
、学
校
や

地
域
等
の
課
題
解
決
や
教
育
活
動
の
充
実
に

向
け
た
企
画
・
運
営
を
行
う
。

▲

S
C
S
指
定
校（
９
校
）及
び
S
S
L
指
定
校

の
う
ち
伊
万
里
高
校
、武
雄
高
校（
令
和
6
年

12
月
現
在
）は
、学
校
運
営
協
議
会
制
度（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）を
導
入
。

学
校
魅
力
化
の
実
践
デ
ー
タ
等
を
踏
ま
え
、高
校

の
魅
力
化
に
向
け
た
助
言
、ア
ド
バ
イ
ス
、支
援
等

を
行
う
。

❶
S
C
S
指
定
校
へ
魅
力
化
の
た
め
の
伴
走
支
援

❷
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
構
築
支
援

❸
教
職
員
向
け
研
修
の
企
画
・
運
営
な
ど

❶
学
校
魅
力
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
全
９
校
を
対
象

に
伴
走
支
援
の
実
施
）

❷
学
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
有
田
工
業

高
校
・
牛
津
高
校
・
太
良
高
校
・
白
石
高
校
・
唐

津
青
翔
高
校
の
５
校
に
配
置
）

学
校
魅
力
強
化
委
員
会

学
校
魅
力
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

活動例

●
ス
マ
ー
ト
農
業
、実
践
型
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
取
組

●
高
校
を
軸
と
し
た
産
学
官
協
働

の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
の
特
産
品
等
を
用
い
た
商

品
の
企
画
、開
発
、販
売

学
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

学
校
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、地
域
、企

業
、大
学
等
と
連
携
し
た
新
し
い
時
代
の
教
育
内

容
の
実
践
に
よ
る
高
校
の
魅
力
化
に
取
り
組
む

学
校

学
校
と
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
担
う
。

❶
探
究
学
習
等
の
教
育
課
程
内
の
学
習
機
会
づ

く
り

❷
地
域
住
民
や
地
元
企
業
の
、高
校
生
に
関
わ
る

機
会
づ
く
り

❸
S
N
S
を
活
用
し
た
情
報

発
信
、広
報
活
動

❹
生
徒
の
県
外
募
集
の
た
め
の

説
明
会
で
の
P
R
活
動

S
A
G
A
ス
マ
�
ト
・

ラ
�
ニ
ン
グ︵
S
S
L
︶

佐
賀
西
高
校
、伊
万
里
高
校
、武
雄
高
校
、

三
養
基
高
校
、唐
津
商
業
高
校
、鳥
栖
商
業
高
校
、

伊
万
里
実
業
高
校
、嬉
野
高
校（
８
校
）

SAGA県立高校
進学ナビ

高校進学説明会（小城会場）の様子

SAGA県立高校進学ナビホームページ

地域住民（卒業生）

地域住民（卒業生）教職員

生徒

生徒

高
校
魅
力
化
の
好
事
例
と
い
わ

れ
る
隠
岐
島
前
高
校
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校
で
は
、地

元
の
3
つ
の
町
村（
海
士
町
、西
ノ
島

町
、知
夫
村
）と
協
働
し
て
高
校
魅
力
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
。過
疎
化
や
少
子

化
が
進
む
中
で
、持
続
可
能
な
学
校
・
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、高
校
と
地
域
・
社

会
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
、生
徒
の
主
体
的
な
探
究
学
習

や
、社
会
に
開
か
れ
た
魅
力
あ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
・
実
践
し
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、教
育
移
住

も
増
え
る
な
ど
島
前
地
域
に
新
た
な

活
力
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果①

県
外
入
学
者
数
の
増
加

　
　
毎
年
約
30
名
が
県
外
か
ら
入

学
。国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、こ
れ
ま
で
６
か
国
か

ら
海
外
留
学
生
の
受
入
を
実
施
。

②
地
元
生
の
進
学
率
向
上

　
　
2
0
0
7
年
は
45
%
だ
っ
た

地
元
進
学
率
が
2
0
1
5
年

に
は
77
%
に
回
復
。

③
地
域
の
人
口
減
少
の
緩
和

　
　
隠
岐
島
前
高
校
の
位
置
す

る
海
士
町
は
、2
0
0
0
年
時

点
で
の
2
0
1
5
年
人
口
推

計
が
2
、0
0
7
名
だ
っ
た
と

こ
ろ
、実
際
は
2
、3
5
4
名

に
増
加
。2
0
2
4
年
現
在
は

2
、2
0
0
人
超
。

ー　隠岐島
前
高
校
で
は
、文
部
科

学
省
の
普
通
科
改
革
の
流
れ

を
受
け
て
、2
0
2
3
年
に
魅

力
的
な
学
校
を
目
指
し
て「
地

域
共
創
科
」を
新
設
し
ま
し

た
。丸
１
日
探
究
学
習
を
行
う

な
ど
、よ
り
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学

ん
で
い
ま
す
。

隠
岐
島
前
の
成
果
が
島
根
県
、

そ
し
て
全
国
へ
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す

　
島
根
県
で
は
こ
う
し
た
取
組
を
受

け
て
、全
県
立
高
校
で
地
域
の
住
民
や

市
町
村
、企
業
、社
会
教
育
機
関
、大
学

等
と
協
働
で
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
組
を
島

根
県
で
は「
高
校
魅
力
化
」と
呼
び
、地

域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
や
実
施
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
流
れ
は
、島
根
県
だ
け
で
は

な
く
全
国
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。意
志

あ
る
若
者
を
育
て
る
教
育
環
境
づ
く

り
が
、地
域
と
高
校
の
協
働
に
よ
っ
て

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。教
育
資
源
を

地
域
内
外
か
ら
確
保
し
、多
様
な
越
境

機
会
を
創
出
す
る
こ
と
で
、魅
力
あ
る

学
校
・
地
域
・
人
づ
く
り
が
進
む
こ
と

で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

一
般
財
団
法
人
　
地
域
・
教
育
魅
力
化

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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多
く
の
市
町
村
で
高
校
の
統
廃
合

が
進
み
、全
国
の
約
35
%
の
市
町
村
に

お
い
て
、設
置
さ
れ
て
い
る
高
校
は
１

校
の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で
は
、地
域
の

「
最
高
学
府
」は
高
校
で
す
。地
域
唯
一

の
高
校
が
な
く
な
れ
ば
、若
年
層
や
子

育
て
世
帯
の
地
域
外
の
流
出
が
加
速

し
、地
域
の
衰
退
に
歯
止
め
が
か
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。こ
れ
が
、高
校
の

存
続
が
地
域
の
存
続
に
つ
な
が
る
所

以
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
と
い
っ

た
社
会
課
題
に
向
き
合
い
、持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、地
方
に
広
が
る
地
域
・

学
校
の
衰
退
や
消
滅
の
悪
循
環
を
、地

域
の
未
来
を
つ
く
る
人
づ
く
り
の
好
循

環
へ
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。特

に
、地
域
か
ら
の
人
材
流
出
の
出
口
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る「
高
校
」を
魅
力

的
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
等
学
校
で

は
、高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

ま
り
、県
外
生
徒
の
増
加
・
地
元
中
学

校
か
ら
の
進
学
率
の
向
上
、生
徒
の
主

体
性
・
協
働
性
・
探
究
性
な
ど
の
向
上
、

そ
し
て
卒
業
後
の
地
域
へ
の
U
タ
ー

ン
率
の
向
上
と
い
っ
た
成
果
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、高
校
に
対
し
て
、設
置
者

で
あ
る
都
道
府
県
だ
け
で
は
な
く
、各

市
町
村
も
当
事
者
意
識
を
も
ち
、都
道

府
県
と
高
校
、市
町
村
が
協
働
し
合
う

こ
と
で
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
の

共
創
、持
続
可
能
な
地
域
・
教
育
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

　
私
た
ち
は
地
域
の
公
立
高
校
へ
越

境
留
学
す
る「
地
域
み
ら
い
留
学
」に

取
り
組
み
、2
0
2
3
年
度
は
1
1
0

校
が
参
画
、7
4
4
人
が
全
国
各
地
へ

地
域
留
学
を
し
ま
し
た
。地
域
留
学
や

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を
通
し
て
、意

志
あ
る
若
者
に
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能

な
地
域
・
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
地
域
み
ら
い
留
学
と
は
・・・
都
道
府

県
の
枠
を
越
え
て
、生
徒
が
全
国
各

地
の
魅
力
あ
る
公
立
高
校
に
進
学

で
き
る
仕
組
み
。高
校
進
学
の
選
択

肢
を
広
げ
、子
ど
も
た
ち
に
様
々
な

学
び
の
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も

に
地
域
の
過
疎
化
、人
口
減
少
問
題

の
解
決
も
目
的
と
し
て
い
る
。

高
校
魅
力
化
に
よ
る

地
方
創
生

一般財団法人 地域・教育
魅力化プラットフォーム

代表理事  岩本　悠
いわもと ゆう
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高
校
魅
力
化
の
好
事
例
と
い
わ

れ
る
隠
岐
島
前
高
校
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校
で
は
、地

元
の
3
つ
の
町
村（
海
士
町
、西
ノ
島

町
、知
夫
村
）と
協
働
し
て
高
校
魅
力
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
。過
疎
化
や
少
子

化
が
進
む
中
で
、持
続
可
能
な
学
校
・
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、高
校
と
地
域
・
社

会
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
、生
徒
の
主
体
的
な
探
究
学
習

や
、社
会
に
開
か
れ
た
魅
力
あ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
・
実
践
し
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、教
育
移
住

も
増
え
る
な
ど
島
前
地
域
に
新
た
な

活
力
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果①

県
外
入
学
者
数
の
増
加

　
　
毎
年
約
30
名
が
県
外
か
ら
入

学
。国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、こ
れ
ま
で
６
か
国
か

ら
海
外
留
学
生
の
受
入
を
実
施
。

②
地
元
生
の
進
学
率
向
上

　
　
2
0
0
7
年
は
45
%
だ
っ
た

地
元
進
学
率
が
2
0
1
5
年

に
は
77
%
に
回
復
。

③
地
域
の
人
口
減
少
の
緩
和

　
　
隠
岐
島
前
高
校
の
位
置
す

る
海
士
町
は
、2
0
0
0
年
時

点
で
の
2
0
1
5
年
人
口
推

計
が
2
、0
0
7
名
だ
っ
た
と

こ
ろ
、実
際
は
2
、3
5
4
名

に
増
加
。2
0
2
4
年
現
在
は

2
、2
0
0
人
超
。

ー　隠岐島
前
高
校
で
は
、文
部
科

学
省
の
普
通
科
改
革
の
流
れ

を
受
け
て
、2
0
2
3
年
に
魅

力
的
な
学
校
を
目
指
し
て「
地

域
共
創
科
」を
新
設
し
ま
し

た
。丸
１
日
探
究
学
習
を
行
う

な
ど
、よ
り
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学

ん
で
い
ま
す
。

隠
岐
島
前
の
成
果
が
島
根
県
、

そ
し
て
全
国
へ
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す

　
島
根
県
で
は
こ
う
し
た
取
組
を
受

け
て
、全
県
立
高
校
で
地
域
の
住
民
や

市
町
村
、企
業
、社
会
教
育
機
関
、大
学

等
と
協
働
で
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
組
を
島

根
県
で
は「
高
校
魅
力
化
」と
呼
び
、地

域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
や
実
施
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
流
れ
は
、島
根
県
だ
け
で
は

な
く
全
国
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。意
志

あ
る
若
者
を
育
て
る
教
育
環
境
づ
く

り
が
、地
域
と
高
校
の
協
働
に
よ
っ
て

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。教
育
資
源
を

地
域
内
外
か
ら
確
保
し
、多
様
な
越
境

機
会
を
創
出
す
る
こ
と
で
、魅
力
あ
る

学
校
・
地
域
・
人
づ
く
り
が
進
む
こ
と

で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

一
般
財
団
法
人
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多
く
の
市
町
村
で
高
校
の
統
廃
合

が
進
み
、全
国
の
約
35
%
の
市
町
村
に

お
い
て
、設
置
さ
れ
て
い
る
高
校
は
１

校
の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で
は
、地
域
の

「
最
高
学
府
」は
高
校
で
す
。地
域
唯
一

の
高
校
が
な
く
な
れ
ば
、若
年
層
や
子

育
て
世
帯
の
地
域
外
の
流
出
が
加
速

し
、地
域
の
衰
退
に
歯
止
め
が
か
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。こ
れ
が
、高
校
の

存
続
が
地
域
の
存
続
に
つ
な
が
る
所

以
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
と
い
っ

た
社
会
課
題
に
向
き
合
い
、持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、地
方
に
広
が
る
地
域
・

学
校
の
衰
退
や
消
滅
の
悪
循
環
を
、地

域
の
未
来
を
つ
く
る
人
づ
く
り
の
好
循

環
へ
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。特

に
、地
域
か
ら
の
人
材
流
出
の
出
口
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る「
高
校
」を
魅
力

的
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
等
学
校
で

は
、高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

ま
り
、県
外
生
徒
の
増
加
・
地
元
中
学

校
か
ら
の
進
学
率
の
向
上
、生
徒
の
主

体
性
・
協
働
性
・
探
究
性
な
ど
の
向
上
、

そ
し
て
卒
業
後
の
地
域
へ
の
U
タ
ー

ン
率
の
向
上
と
い
っ
た
成
果
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、高
校
に
対
し
て
、設
置
者

で
あ
る
都
道
府
県
だ
け
で
は
な
く
、各

市
町
村
も
当
事
者
意
識
を
も
ち
、都
道

府
県
と
高
校
、市
町
村
が
協
働
し
合
う

こ
と
で
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
の

共
創
、持
続
可
能
な
地
域
・
教
育
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

　
私
た
ち
は
地
域
の
公
立
高
校
へ
越

境
留
学
す
る「
地
域
み
ら
い
留
学
」に

取
り
組
み
、2
0
2
3
年
度
は
1
1
0

校
が
参
画
、7
4
4
人
が
全
国
各
地
へ

地
域
留
学
を
し
ま
し
た
。地
域
留
学
や

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を
通
し
て
、意

志
あ
る
若
者
に
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能

な
地
域
・
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
地
域
み
ら
い
留
学
と
は
・・・
都
道
府

県
の
枠
を
越
え
て
、生
徒
が
全
国
各

地
の
魅
力
あ
る
公
立
高
校
に
進
学

で
き
る
仕
組
み
。高
校
進
学
の
選
択

肢
を
広
げ
、子
ど
も
た
ち
に
様
々
な

学
び
の
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も

に
地
域
の
過
疎
化
、人
口
減
少
問
題

の
解
決
も
目
的
と
し
て
い
る
。

高
校
魅
力
化
に
よ
る

地
方
創
生

一般財団法人 地域・教育
魅力化プラットフォーム
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学校魅力

強化委員会

マネジメント
❶委員の選定
❷役割の明示

協働
❺校内での検討
❻生徒の巻き込み

　
学
校
の
魅
力
や
強
み
を
磨
き
上
げ
る

た
め
、学
校
魅
力
強
化
委
員
会（
学
校
運

営
協
議
会
）を
設
置
す
る
こ
と
で
、学
校

運
営
に
外
部（
地
域
、企
業
、大
学
等
）の

視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
教
育
に
関
す

る
協
働
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

学
校
運
営
協
議
会
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
評
議
員
に
よ
っ
て
取
り

組
ま
れ
て
い
た「
評
価
」に
加
え
、「
熟
議
」、

「
協
働
」を
通
し
て
、学
校
運
営
そ
の
も
の

を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。学
校
の
実
態
に

応
じ
て
、適
切
な
方
々
に
委
員
と
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、魅
力
的
な
学
び
に
つ

な
げ
ら
れ
る
外
部
資
源
を
活
用
し
た
学

校
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

※
学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
つ
く
り
方（
学
校
運
営
協
議
会
設
置
の
手

引
き
）」に
従
っ
て
運
用
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

❶
委
員
の
選
定

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
学
校
と
関
わ
り
が
あ
り
、学
校
の
運
営

方
針
に
共
感
し
、理
解
が
あ
る
方
々
を

選
ぶ
。

★
一
つ
の
役
割
に
対
し
て
委
員
の
数
を
３

〜
５
人
を
目
安
に
選
定
す
る
。

　委
員
の
選
定
は
、学
校
長
の
判
断
で
学

校
の
教
育
目
標
や
活
動
に
合
わ
せ
て
学
校

運
営
に
必
要
な
支
援
に
関
し
て
、活
発
に
、

か
つ
建
設
的
な
意
見
交
換
が
で
き
る
委
員

を
毎
年
選
定
し
ま
す
。ま
た
、委
員
に
は
学

校
魅
力
強
化
委
員
会
の
役
割
な
ど
を
説
明

し
、学
校
の
活
動
を
応
援
し
て
も
ら
い
ま

す
。（
学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
場
合
、上

限
は
15
人
で
す
。）

❷
役
割
の
明
示

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
学
校
評
価
、熟
議
、協
働
な
ど
、委
員
に

期
待
す
る
役
割
を
明
示
し
、委
員
に
伝

え
る
。

★
本
会
の
時
間
は
短
く
、部
会
の
時
間
を

長
く
取
る
。

　何
を
期
待
し
て
い
る
か
を
伝
え
、開
催
の

前
に
、協
議
の
目
的
も
共
有
し
ま
す
。

　ま
た
、会
が
複
数
の
機
能
を
持
つ
よ
う

な
場
合
は
、部
会
を
設
置
し
、各
役
割
の

話
し
合
い
に
つ
い
て
は
部
会
で
行
う
よ
う

に
し
ま
す
。

熟
議

❸
議
題
の
設
定

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
事
前
に
ど
ん
な
こ
と
を
話
し
合
い
た
い

か
を
明
確
に
し
て
お
く
。

★
教
職
員
が
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
や

困
り
ご
と
を
議
題
と
し
、そ
の
議
題
に

つ
い
て
は
、事
前
に
委
員
長
に
相
談
し

て
お
く
。

★
一
つ
の
会
議
で
は
一
つ
の
協
議
に
絞
っ

た
方
が
、時
間
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

話
し
合
い
が
深
ま
り
や
す
い
。

★
熟
議
し
た
こ
と
を
、段
階
ご
と
に
整
理

し
、「
誰
が
」「
い
つ
ま
で
に
」「
何
を
す
る

か
」 

を
明
確
に
す
る
。

　議
題
は
様
々
で
、「
学
校
が
地
域
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
？
」な
ど
大
き
め
の
話

題
か
ら
、「
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
進
め
る
に
は
？
」な
ど
特
定
の
テ
ー
マ

ま
で
あ
り
ま
す
。明
確
に「
〇
〇
に
つ
い
て

話
し
合
い
た
い
」と
い
う
議
題
を
示
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

❹
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か（
決
定
事
項
・
検
討

事
項
・
参
考
資
料
）な
ど
、利
用
方
法
を

予
め
明
示
し
て
お
く
。

★
事
前
に
進
行
役
を
定
め
、グ
ル
ー
プ
分

け
を
行
う
こ
と
で
、円
滑
に
運
営
す
る
。

　話
し
や
す
い
場
を
つ
く
る
た
め
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
ま
す
。お
互
い
に

安
心
安
全
な
状
態
で
話
し
合
い
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
整
え
ま
す
。

　1
グ
ル
ー
プ（
班
）3
〜
5
人
程
度
だ

と
、話
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

協
働

❺
校
内
で
の
検
討

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、何
の
た
め
に

地
域
と
の
協
働
を
進
め
る
の
か
を
明
示

す
る
。

★
校
内
で
検
討
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、

学
校
魅
力
強
化
委
員
会
等
を
通
じ
て

委
員
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

　熟
議
に
基
づ
い
て
協
働
を
進
め
る
た
め

に
、校
内
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　協
働
活
動
を
授
業
や
課
外
活
動
に
位

置
付
け
る
際
に
は
、校
務
分
掌
に
担
当
者

を
配
置
し
ま
す
。学
年
を
ま
た
い
だ
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
取
り
組
む
場
合
に
は

学
年
団
を
横
断
し
た「
連
携
チ
ー
ム
」な

ど
を
立
ち
上
げ
ま
す
。取
組
が
大
き
く

な
っ
て
く
る
と
、職
員
会
議
や
運
営
委
員

会
に
諮
る
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

❻
生
徒
の
巻
き
込
み

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
ま
ず
は
少
人
数
で
も
関
心
の
あ
る
生
徒

た
ち
に
声
を
か
け
て
い
く
。

★
教
育
課
程
内
外
の
教
育
活
動
に
位
置

付
け
て
、教
職
員
が
声
を
か
け
や
す
い

環
境
を
整
え
る
。

★
参
加
し
た
生
徒
た
ち
の
声
を
集
め
て
、

教
職
員
や
地
域
の
方
々
へ
、協
働
活
動

の
価
値
を
伝
え
て
い
く
。

　生
徒
の
主
体
的
な
活
動
を
導
き
、多
く

の
生
徒
を
巻
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。

　で
き
る
限
り
探
究
す
る
テ
ー
マ
を
幅
広

く
設
け
、生
徒
た
ち
自
身
が
取
り
組
む
活

動
を
選
択
で
き
る
状
態
に
す
る
と
、生
徒

た
ち
の
主
体
性
を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来

ま
す
。

熟議
❸議題の設定
❹ワークショップ

地
域
・
企
業
・

大
学
等
と
協
働
し
た

学
校
運
営

コーディネート
機能

❺窓口の設置
❻報告の実施

魅力ある

教育プログラム

地域との多様な
協働活動
❶活動の精選
❷連携先の確保 継続的な活動

❸目的の共有
❹計画の策定

　
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
ク
ー
ル
・

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
教
育
課
程
を
編
成

し
、学
校
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
特
色
あ
る
授
業
を
実
践

す
る
こ
と
で
学
校
の
魅
力
を
高
め
ま
す
。

地
域
と
の
多
様
な
協
働
活
動

　
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
る
た
め
の

必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
た

め
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」を
実

現
し
て
い
く
に
は
、地
域
と
学
校
の
協
働

活
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❶
活
動
の
精
選

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ス
ク
ー
ル
・
ポ

リ
シ
ー
に
基
づ
き
、地
域
等
と
の
協
働
に

関
す
る
テ
ー
マ
を
定
め
る
。

★
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
延
長
線
上
で
も
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
。（
必
ず
し
も
新

た
な
取
組
で
な
く
て
も
よ
い
。）

★
地
域
の
方
々
の
活
動
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

て
、活
動
内
容
を
調
整
し
て
い
く
。

★
こ
れ
ま
で
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た
地
域

の
方
々
の
意
見
を
聞
い
て
み
る
。

　学
校
の
課
題
に
応
じ
た
活
動
を
選
び

ま
す
。

　活
動
に
は
探
究
学
習
、専
門
的
な
技
術

習
得
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、進
路
指

導
の
支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

❷
連
携
先
の
確
保

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
っ
て
く
れ
る

地
域
の
方
を
探
し
て
み
る
。

★
時
に
は
地
域
の
行
事
等
に
も
参
加
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
。

　こ
れ
ま
で
に
連
携
し
て
き
た
方
々
や
自

治
体
職
員
の
多
く
は
、地
域
の
団
体
や
人

材
に
精
通
し
て
お
り
、幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
ま
す
。活
動
の
目
的

や
地
域
の
方
へ
の
メ
リ
ッ
ト
を
意
識
し
な

が
ら
相
談
し
て
み
る
と
、様
々
な
方
を
紹

介
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

継
続
的
な
活
動

　
地
域
と
の
協
働
活
動
を
魅
力
あ
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
践
す
る
に
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
を「
継
続
的
な
活
動
」と
し

て
教
育
課
程
内
外
に
位
置
付
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。積
み
上
げ
て
き
た
活
動

を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、計

画
的
な
活
動
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、生

徒
の
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
確
か

め
る
た
め
に
、成
果
指
標
を
設
定
し
ま
す
。

❸
目
的
の
共
有

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
生
徒
に
対
し
て
も
、身
に
付
け
て
ほ
し

い
力
や
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
実
施
す
る
。

　協
力
者
と「
学
校
と
し
て
の
目
的
」を

共
有
し
、地
域
側
の
想
い
や
背
景
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、相
互
理
解
し
た
上
で
、事
業
計

画
を
作
る
よ
う
に
し
ま
す
。お
互
い
に「
共

通
の
目
的
」を
対
話
し
な
が
ら
作
り
上
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

❹
計
画
の
策
定

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
活
動
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
、年
度
内

に
次
年
度
の
計
画
を
立
て
る
。

★
引
き
継
ぎ
や
す
い
よ
う
に
、活
動
の
目

的
や
成
果
指
標
に
つ
い
て
の
資
料
を
残

し
て
お
く
。

★
活
動
の
目
的
や
成
果
指
標
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
だ
け
で
な
く
、関
わ
る
地
域
の

方
々
と
も
共
有
し
な
が
ら
作
る
。

　ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
て
、地

域
と
の
協
働
を
通
じ
て
ど
ん
な
資
質
・
能

力
を
育
み
た
い
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。そ
の
資
質
・
能
力
を
、学
校
独

自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
S
C
S
指
定
校
で
使

用
し
て
い
る「
高
校
魅
力
化
評
価
シ
ス
テ

ム
」な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
測
定
し
て
い

き
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

　
学
校
と
地
域
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理

解
し
な
が
ら
、両
者
の
利
害
調
整
を
お
こ

な
っ
た
り
、リ
ソ
ー
ス
が
不
足
す
る
場
合

は
新
た
な
関
係
者
を
つ
な
ぎ
直
す
こ
と
が

で
き
る『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
』を
有
す

る
人
材
が
必
要
で
す
。魅
力
あ
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
に
向
け
て
、協
働
活
動

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❺
窓
口
の
設
置

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
ま
ず
は
地
域
の
方
々
と
の
連
絡
の
窓
口

を
一
元
化
し
て
い
く
。

★
活
動
の
実
施
に
向
け
て
、細
か
な
調
整

等
が
発
生
す
る
の
で
、連
絡
方
法
や
連

絡
が
取
り
や
す
い
時
間
帯
な
ど
に
つ
い

て
す
り
合
わ
せ
て
お
く
。

★
実
際
に
活
動
に
同
行
す
る
教
職
員
と

窓
口
と
な
る
教
職
員
は
同
じ
で
な
く
て

も
よ
い
。

　担
当
者
を
明
示
し
ま
す
。学
校
と
し
て

地
域
と
の
協
働
活
動
に
取
り
組
む
際
は
、

そ
の
目
的
に
沿
っ
た
担
当
者
を
配
置
し
た

方
が
協
働
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
時
が
あ
り

ま
す
。

❻
報
告
の
実
施

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
生
徒
の
ア
イ
デ
ア
や
企
画
を
地
域
の

方
々
に
提
案
す
る
機
会
を
設
け
る
。

★
協
働
活
動
が
進
ん
で
い
っ
た
際
は
、生

徒
た
ち
と
地
域
の
方
々
で
の
振
り
返
り

の
場
を
設
定
す
る
。

　振
り
返
り
の
場
を
設
定
し
ま
す
。探
究

学
習
の
場
合
は
、「
発
表
会
」な
ど
を
連
携
・

協
働
し
て
く
れ
て
い
た
地
域
の
方
々
に
観

覧
し
て
い
た
だ
き
、協
働
活
動
が
ど
の
よ

う
な
形
で
生
徒
の
学
び
に
つ
な
が
っ
た
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
・
企
業
・

大
学
等
と
協
働
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
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コーディネート
機能

❺窓口の設置
❻報告の実施

魅力ある

教育プログラム

地域との多様な
協働活動
❶活動の精選
❷連携先の確保 継続的な活動

❸目的の共有
❹計画の策定

　
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
ク
ー
ル
・

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
教
育
課
程
を
編
成

し
、学
校
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
特
色
あ
る
授
業
を
実
践

す
る
こ
と
で
学
校
の
魅
力
を
高
め
ま
す
。

地
域
と
の
多
様
な
協
働
活
動

　
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
る
た
め
の

必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
た

め
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」を
実

現
し
て
い
く
に
は
、地
域
と
学
校
の
協
働

活
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❶
活
動
の
精
選

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ス
ク
ー
ル
・
ポ

リ
シ
ー
に
基
づ
き
、地
域
等
と
の
協
働
に

関
す
る
テ
ー
マ
を
定
め
る
。

★
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
延
長
線
上
で
も
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
。（
必
ず
し
も
新

た
な
取
組
で
な
く
て
も
よ
い
。）

★
地
域
の
方
々
の
活
動
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

て
、活
動
内
容
を
調
整
し
て
い
く
。

★
こ
れ
ま
で
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た
地
域

の
方
々
の
意
見
を
聞
い
て
み
る
。

　学
校
の
課
題
に
応
じ
た
活
動
を
選
び

ま
す
。

　活
動
に
は
探
究
学
習
、専
門
的
な
技
術

習
得
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、進
路
指

導
の
支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

❷
連
携
先
の
確
保

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
っ
て
く
れ
る

地
域
の
方
を
探
し
て
み
る
。

★
時
に
は
地
域
の
行
事
等
に
も
参
加
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
。

　こ
れ
ま
で
に
連
携
し
て
き
た
方
々
や
自

治
体
職
員
の
多
く
は
、地
域
の
団
体
や
人

材
に
精
通
し
て
お
り
、幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
ま
す
。活
動
の
目
的

や
地
域
の
方
へ
の
メ
リ
ッ
ト
を
意
識
し
な

が
ら
相
談
し
て
み
る
と
、様
々
な
方
を
紹

介
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

継
続
的
な
活
動

　
地
域
と
の
協
働
活
動
を
魅
力
あ
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
践
す
る
に
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
を「
継
続
的
な
活
動
」と
し

て
教
育
課
程
内
外
に
位
置
付
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。積
み
上
げ
て
き
た
活
動

を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、計

画
的
な
活
動
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、生

徒
の
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
確
か

め
る
た
め
に
、成
果
指
標
を
設
定
し
ま
す
。

❸
目
的
の
共
有

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
生
徒
に
対
し
て
も
、身
に
付
け
て
ほ
し

い
力
や
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
実
施
す
る
。

　協
力
者
と「
学
校
と
し
て
の
目
的
」を

共
有
し
、地
域
側
の
想
い
や
背
景
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、相
互
理
解
し
た
上
で
、事
業
計

画
を
作
る
よ
う
に
し
ま
す
。お
互
い
に「
共

通
の
目
的
」を
対
話
し
な
が
ら
作
り
上
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

❹
計
画
の
策
定

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
活
動
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
、年
度
内

に
次
年
度
の
計
画
を
立
て
る
。

★
引
き
継
ぎ
や
す
い
よ
う
に
、活
動
の
目

的
や
成
果
指
標
に
つ
い
て
の
資
料
を
残

し
て
お
く
。

★
活
動
の
目
的
や
成
果
指
標
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
だ
け
で
な
く
、関
わ
る
地
域
の

方
々
と
も
共
有
し
な
が
ら
作
る
。

　ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
て
、地

域
と
の
協
働
を
通
じ
て
ど
ん
な
資
質
・
能

力
を
育
み
た
い
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。そ
の
資
質
・
能
力
を
、学
校
独

自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
S
C
S
指
定
校
で
使

用
し
て
い
る「
高
校
魅
力
化
評
価
シ
ス
テ

ム
」な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
測
定
し
て
い

き
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

　
学
校
と
地
域
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理

解
し
な
が
ら
、両
者
の
利
害
調
整
を
お
こ

な
っ
た
り
、リ
ソ
ー
ス
が
不
足
す
る
場
合

は
新
た
な
関
係
者
を
つ
な
ぎ
直
す
こ
と
が

で
き
る『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
』を
有
す

る
人
材
が
必
要
で
す
。魅
力
あ
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
に
向
け
て
、協
働
活
動

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❺
窓
口
の
設
置

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
ま
ず
は
地
域
の
方
々
と
の
連
絡
の
窓
口

を
一
元
化
し
て
い
く
。

★
活
動
の
実
施
に
向
け
て
、細
か
な
調
整

等
が
発
生
す
る
の
で
、連
絡
方
法
や
連

絡
が
取
り
や
す
い
時
間
帯
な
ど
に
つ
い

て
す
り
合
わ
せ
て
お
く
。

★
実
際
に
活
動
に
同
行
す
る
教
職
員
と

窓
口
と
な
る
教
職
員
は
同
じ
で
な
く
て

も
よ
い
。

　担
当
者
を
明
示
し
ま
す
。学
校
と
し
て

地
域
と
の
協
働
活
動
に
取
り
組
む
際
は
、

そ
の
目
的
に
沿
っ
た
担
当
者
を
配
置
し
た

方
が
協
働
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
時
が
あ
り

ま
す
。

❻
報
告
の
実
施

取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

★
生
徒
の
ア
イ
デ
ア
や
企
画
を
地
域
の

方
々
に
提
案
す
る
機
会
を
設
け
る
。

★
協
働
活
動
が
進
ん
で
い
っ
た
際
は
、生

徒
た
ち
と
地
域
の
方
々
で
の
振
り
返
り

の
場
を
設
定
す
る
。

　振
り
返
り
の
場
を
設
定
し
ま
す
。探
究

学
習
の
場
合
は
、「
発
表
会
」な
ど
を
連
携
・

協
働
し
て
く
れ
て
い
た
地
域
の
方
々
に
観

覧
し
て
い
た
だ
き
、協
働
活
動
が
ど
の
よ

う
な
形
で
生
徒
の
学
び
に
つ
な
が
っ
た
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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・
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業
・

大
学
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と
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し
た
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全
国
か
ら
の
留
学
生
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
好
影
響

　
令
和
３
年
度
に
有
田
町
、佐
賀
県
教

育
委
員
会
、そ
し
て
有
田
工
業
高
校
の

三
者
で
協
定
を
結
び
、全
国
か
ら
生
徒

を
受
け
入
れ
る「
地
域
み
ら
い
留
学
」

に
参
画
。現
在
は
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
全
国
か
ら
10
人
の
生
徒（
以
下
、留

学
生
）が
学
ん
で
い
ま
す
。非
常
に
前

向
き
な
留
学
生
が
多
く
、授
業
や
学
校

行
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、コ
ン

テ
ス
ト
で
入
賞
す
る
な
ど
の
活
躍
ぶ

り
で
す
。ほ
と
ん
ど
の
留
学
生
が
一
人

暮
ら
し
を
し
て
お
り
、自
立
し
た
生
活

を
送
り
な
が
ら
、学
業
や
部
活
動
に
も

懸
命
に
取
り
組
む
そ
の
姿
に
他
の
生

徒
も
刺
激
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

チ
ー
ム
で
取
り
組
む
広
報
活
動

　
留
学
生
の
募
集
に
は
主
幹
教
諭
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、さ
ら
に
各
科
の

教
職
員
が
１
つ
の
チ
ー
ム
と
な
り
対
応

し
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
で
、

学
校
行
事
や
授
業
内
容
、部
活
動
の
実

績
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、た
ま

に
現
役
の
留
学
生
が
登
場
し
て
く
れ
る

と
反
響
が
大
き
い
で
す
ね
。

　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
開
催
し
、学

校
の
授
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、有
田
町
の
協
力
の
も
と
有
田
町

で
の
リ
ア
ル
な
暮
ら
し
を
伝
え
、入
学

後
の
学
校
や
町
で
の
生
活
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。ま
た
普
段
の
学
校
の
様
子
を
広

く
周
知
す
る
た
め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
の
配
置
と
町
に

よ
る
支
援
で
留
学
生
を
支
え
る

　
学
校
が
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
上

で
の
一
番
の
不
安
は
、急
な
体
調
不
良

で
す
。誰
が
看
病
す
る
の
か
、異
変
が

あ
っ
た
ら
誰
が
様
子
を
見
に
行
く
の
か

な
ど
、留
学
生
の
数
が
増
え
る
ほ
ど
心

配
が
募
り
ま
す
。そ
こ
で
、留
学
生
の

日
々
の
見
守
り
や
体
調
不
良
時
の
対

応
を
す
る
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
を
令
和
５

年
度
に
県
教
育
委
員
会
が
配
置
し
ま

し
た
。ま
た
、保
護
者
に
と
っ
て
は
日
々

の
生
活
費
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
は
有
田
町
か
ら
生
活

費
の
一
部
を
支
援（
生
活
支
援
金
の
支

給
）い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
有
田
町
へ
来
て
よ
か
っ
た
」

そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　
学
校
魅
力
強
化
委
員
会
の
委
員
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
の
方
々
は
、留
学

生
を
見
守
り
、応
援
し
て
く
れ
る
大
切

な
存
在
で
す
。例
え
ば
、有
田
町
で
の

思
い
出
と
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
企

画
や
地
域
の
伝
統
食
を
振
る
舞
っ
て

く
だ
さ
る
有
志
団
体
に
加
え
、寄
付
し

て
思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
も
い

ま
す
。

　
留
学
生
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
清

掃
活
動
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、地
域

の
方
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、地
域

へ
の
愛
着
を
抱
く
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。学
校
は
留
学

生
の
様
子
を
含
め
、学
校
の
活
動
を
お

知
ら
せ
す
る
新
聞「
A
R
I
K
O
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
通
信
」を
作
成

し
、回
覧
板
で
各
家
庭
に
学
校
の
魅
力

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
四
季
折
々
に
変
化
す
る
美
し
い
自

然
と
4
0
0
年
に
及
ぶ
有
田
焼
の
歴

史
、伝
統
あ
る
町
並
み
を
持
つ
有
田
町

を
第
二
の
故
郷
の
よ
う
に
思
い
、関
わ

り
を
持
っ
て
く
れ
る
生
徒
が
増
え
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

有工で学びたい！という前向きな高校生たちに、少しでも「有
田っていいな」「来てよかったな」と思ってもらえたらとても嬉
しいですね。高校や高校生と関わるとき、この仕組みがもっ
と良くなることと、長く続くためにはどうすればいいか、とい
うことを大事にするようにしています。留学生たちがもっと多
くの町の人たちと接する機会を増やせれば、お互いの満足度
がさらに上がっていくと思います。

特
色
あ
る
学
科
を
魅
力

に
全
国
募
集
に
挑
戦

チ
ー
ム
で
取
り
組
む
広

報
活
動

県
・
町
・
地
域
の
協
働
に

よ
り
実
現
出
来
た
地
域

み
ら
い
留
学
生
支
援 

地
域
の
方
へ
の
情
報
発

信
は
直
接
会
っ
て
伝
え

る
こ
と
も
大
切

全国から意志ある生徒を受け入れる仕組みづくり
〜県・町・地域の協働による充実した学びの実現〜
全国的にも特色ある学科を有する有田工業高校には、以前から県外からの生徒を受
け入れる土壌がありました。そこに、令和３年度から「地域みらい留学」に参画したこと
を機に、受け入れ体制が充実し、全国からの生徒の入学が増えています。全国から入学
した生徒の意欲あふれる姿は、他の生徒や町にも良い影響を与えています。

き
っ
か
け
は
高
校
存
続
へ
の

危
機
感

　
本
校
の
課
題
は
、地
元
か
ら
の
志
願

者
が
少
な
く
、定
員
割
れ
が
続
い
て
い

る
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、特
色
あ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、海

に
近
い
素
晴
ら
し
い
環
境
を
生
か
し

て
学
校
の
魅
力
・
活
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、生
徒
の
全
国
募
集

（
地
域
み
ら
い
留
学
へ
の
参
画
）に
踏

み
切
り
ま
し
た
。玄
海
町
に
話
を
持
ち

か
け
た
と
こ
ろ
、〝
高
校
生
は
町
の
大

き
な
資
源
の
一
つ
。町
の
魅
力
と
し
て

高
校
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
〞
、と
志

を
同
じ
く
し
て
い
た
だ
き
、町
と
の
協

働
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
、町
に
よ
る
学
校
の
P
R
動

画
の
制
作
や
町
の
広
報
誌
へ
の
学
校

活
動
の
掲
載
な
ど
、町
か
ら
の
支
援
が

得
ら
れ
る
と
と
も
に
、相
互
の
関
わ
り

が
増
え
ま
し
た
。ま
た
、豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
本
校
の
魅
力
を
効
果
的

に
発
信
す
る
た
め
、S
N
S
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
き
た
と

こ
ろ
、令
和
6
年
度
に
待
望
の
地
域
み

ら
い
留
学
生
が
入
学
。こ
れ
を
き
っ
か

け
に
町
の
皆
さ
ん
に「
全
国
か
ら
も
選

ば
れ
る
学
校
な
ん
だ
！
」と
思
っ
て
い

た
だ
き
、今
後
地
元
か
ら
の
生
徒
も
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
唐
津
青
翔
高
校

T
S
U
N
A
G
A
R
U
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」始
動

　
学
校
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ

る
た
め
、令
和
６
年
度
か
ら「
唐
津
青

翔
高
校
T
S
U
N
A
G
A
R
U
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
未
来
」、「
世
界
」そ

し
て「
地
域
」と
つ
な
が
る
こ
と
を
軸

と
し
て
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
e
ス

ポ
ー
ツ
、国
際
交
流
の
推
進
、地
域
資

源
を
活
用
し
た
教
育
の
実
践
等
、令
和

８
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、

「
D
X
活
用
」と「
リ
ア
ル
追
及
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
特
別
教
室
の
一
部
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、最
先
端
の
学
び

や
地
域
と
つ
な
が
る
学
び
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
一
部
見
直
し
ま
し
た
。

町
の
未
来
を
描
く
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　
〝
玄
海
町
の
良
さ
を
発
信
す
る
〞
と

い
う
視
点
か
ら
、町
が
主
導
し
て「
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」の
設
立
を
進
め
て
い

ま
す
。「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」に
は
複
数

の
分
科
会
が
設
け
ら
れ
、い
ず
れ
も
本

校
を
広
く
支
援
・
応
援
い
た
だ
け
る
内

容
で
あ
り
、心
強
い
限
り
で
す
。

　「
唐
津
青
翔
高
校
T
S
U
N
A
G
A
R
U

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、校
舎
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
加
え
、寮
の
機
能
を
備
え
た
交

流
拠
点
の
整
備
に
向
け
た
検
討
も
行
っ

て
い
ま
す
。「
地
域
の
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
び
合
え
る
場
」に
で
き
る
よ
う
、

学
校
と
地
域
の
垣
根
を
低
く
し
、高
校
生

と
地
域
の
方
と
の
交
流
や
学
び
合
い
を

促
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」で
学
校
の
未
来
・
町
の
未

来
を
共
に
描
き
、学
校
と
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
む
こ
と
で
、地
域
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」と
は
目
的
達
成
の

た
め
に
町
や
高
校
・
地
域
団
体
な
ど
が

力
を
合
わ
せ
る
協
働
体
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

教
職
員
の
意
識
醸
成
の
た
め
の

仕
掛
け
づ
く
り

　
地
域
と
の
協
働
が
増
え
る
に
つ
れ
、

教
職
員
の
働
き
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
差
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
こ
で
今
年
度
か
ら
、全
職
員

を
系
列
の
担
当
と
し
て
割
り
振
り
、休

日
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
場
合

は
交
替
で
生
徒
を
引
率
す
る
等
の
工

夫
を
し
て
、一
度
は
地
域
活
動
を
経
験

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ

の
結
果
、「
地
域
の
方
と
交
流
で
き
て

よ
か
っ
た
」「
充
実
し
た
有
意
義
な
時

間
に
な
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

地
域
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
参
加
す

る
教
職
員
が
増
え
る
な
ど
、協
働
に
対

す
る
意
識
が
校
内
で
変
わ
り
つ
つ
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
協
働
に
対
す
る
意
識
の

醸
成
を
図
り
な
が
ら
、取
組
を
継
続
で

き
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

高校と協働する中で、生徒の元気とパワフルさに感銘を受けています。「な
ぜ役場がわざわざ県立の高校を支援するのか」とよく聞かれますが、高校
生が地域住民とフラットな関係を築く未来を想像できるんです。高校生へ
の支援は町民にもメリットがあり、彼らには明るい町を作るために地域と
積極的に関係を築いてほしいと感じています。ただし、学校は教育の場で
あり、地域での活動が子どもや地域に与える効果を考え、先生方に過度な
負担をかけないように意識しながら協働するようにしています。

学
校
魅
力
化
に
向
け
て
遠

慮
せ
ず
高
校
か
ら
動
く

地
域
側
に
高
校
生
の
活

動
の
受
け
皿
を
つ
く
る

協
働
の
教
育
効
果
を
教

職
員
に
実
感
し
て
も
ら
う

学校魅力化と地域魅力化の両立へ
〜持続可能な協働体制「コンソーシアム」の設立へ〜
高校の魅力を高めるために「未来」・「世界」・「地域」とつながる「唐津青翔高校
TSUNAGARUプロジェクト」に取り組んでいます。生徒の全国募集をきっかけに玄海町
や地域の企業・団体等との協働が始まり、高校存続のため、玄海町の主導により「コン
ソーシアム」の立ち上げに取り組んでいます。

8



全
国
か
ら
の
留
学
生
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
好
影
響

　
令
和
３
年
度
に
有
田
町
、佐
賀
県
教

育
委
員
会
、そ
し
て
有
田
工
業
高
校
の

三
者
で
協
定
を
結
び
、全
国
か
ら
生
徒

を
受
け
入
れ
る「
地
域
み
ら
い
留
学
」

に
参
画
。現
在
は
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
全
国
か
ら
10
人
の
生
徒（
以
下
、留

学
生
）が
学
ん
で
い
ま
す
。非
常
に
前

向
き
な
留
学
生
が
多
く
、授
業
や
学
校

行
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、コ
ン

テ
ス
ト
で
入
賞
す
る
な
ど
の
活
躍
ぶ

り
で
す
。ほ
と
ん
ど
の
留
学
生
が
一
人

暮
ら
し
を
し
て
お
り
、自
立
し
た
生
活

を
送
り
な
が
ら
、学
業
や
部
活
動
に
も

懸
命
に
取
り
組
む
そ
の
姿
に
他
の
生

徒
も
刺
激
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

チ
ー
ム
で
取
り
組
む
広
報
活
動

　
留
学
生
の
募
集
に
は
主
幹
教
諭
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、さ
ら
に
各
科
の

教
職
員
が
１
つ
の
チ
ー
ム
と
な
り
対
応

し
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
で
、

学
校
行
事
や
授
業
内
容
、部
活
動
の
実

績
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、た
ま

に
現
役
の
留
学
生
が
登
場
し
て
く
れ
る

と
反
響
が
大
き
い
で
す
ね
。

　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
開
催
し
、学

校
の
授
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、有
田
町
の
協
力
の
も
と
有
田
町

で
の
リ
ア
ル
な
暮
ら
し
を
伝
え
、入
学

後
の
学
校
や
町
で
の
生
活
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。ま
た
普
段
の
学
校
の
様
子
を
広

く
周
知
す
る
た
め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
の
配
置
と
町
に

よ
る
支
援
で
留
学
生
を
支
え
る

　
学
校
が
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
上

で
の
一
番
の
不
安
は
、急
な
体
調
不
良

で
す
。誰
が
看
病
す
る
の
か
、異
変
が

あ
っ
た
ら
誰
が
様
子
を
見
に
行
く
の
か

な
ど
、留
学
生
の
数
が
増
え
る
ほ
ど
心

配
が
募
り
ま
す
。そ
こ
で
、留
学
生
の

日
々
の
見
守
り
や
体
調
不
良
時
の
対

応
を
す
る
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
を
令
和
５

年
度
に
県
教
育
委
員
会
が
配
置
し
ま

し
た
。ま
た
、保
護
者
に
と
っ
て
は
日
々

の
生
活
費
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
は
有
田
町
か
ら
生
活

費
の
一
部
を
支
援（
生
活
支
援
金
の
支

給
）い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
有
田
町
へ
来
て
よ
か
っ
た
」

そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　
学
校
魅
力
強
化
委
員
会
の
委
員
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
の
方
々
は
、留
学

生
を
見
守
り
、応
援
し
て
く
れ
る
大
切

な
存
在
で
す
。例
え
ば
、有
田
町
で
の

思
い
出
と
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
企

画
や
地
域
の
伝
統
食
を
振
る
舞
っ
て

く
だ
さ
る
有
志
団
体
に
加
え
、寄
付
し

て
思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
も
い

ま
す
。

　
留
学
生
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
清

掃
活
動
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、地
域

の
方
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、地
域

へ
の
愛
着
を
抱
く
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。学
校
は
留
学

生
の
様
子
を
含
め
、学
校
の
活
動
を
お

知
ら
せ
す
る
新
聞「
A
R
I
K
O
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
通
信
」を
作
成

し
、回
覧
板
で
各
家
庭
に
学
校
の
魅
力

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
四
季
折
々
に
変
化
す
る
美
し
い
自

然
と
4
0
0
年
に
及
ぶ
有
田
焼
の
歴

史
、伝
統
あ
る
町
並
み
を
持
つ
有
田
町

を
第
二
の
故
郷
の
よ
う
に
思
い
、関
わ

り
を
持
っ
て
く
れ
る
生
徒
が
増
え
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

有工で学びたい！という前向きな高校生たちに、少しでも「有
田っていいな」「来てよかったな」と思ってもらえたらとても嬉
しいですね。高校や高校生と関わるとき、この仕組みがもっ
と良くなることと、長く続くためにはどうすればいいか、とい
うことを大事にするようにしています。留学生たちがもっと多
くの町の人たちと接する機会を増やせれば、お互いの満足度
がさらに上がっていくと思います。

特
色
あ
る
学
科
を
魅
力

に
全
国
募
集
に
挑
戦

チ
ー
ム
で
取
り
組
む
広

報
活
動

県
・
町
・
地
域
の
協
働
に

よ
り
実
現
出
来
た
地
域

み
ら
い
留
学
生
支
援 

地
域
の
方
へ
の
情
報
発

信
は
直
接
会
っ
て
伝
え

る
こ
と
も
大
切

全国から意志ある生徒を受け入れる仕組みづくり
〜県・町・地域の協働による充実した学びの実現〜
全国的にも特色ある学科を有する有田工業高校には、以前から県外からの生徒を受
け入れる土壌がありました。そこに、令和３年度から「地域みらい留学」に参画したこと
を機に、受け入れ体制が充実し、全国からの生徒の入学が増えています。全国から入学
した生徒の意欲あふれる姿は、他の生徒や町にも良い影響を与えています。

き
っ
か
け
は
高
校
存
続
へ
の

危
機
感

　
本
校
の
課
題
は
、地
元
か
ら
の
志
願

者
が
少
な
く
、定
員
割
れ
が
続
い
て
い

る
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、特
色
あ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、海

に
近
い
素
晴
ら
し
い
環
境
を
生
か
し

て
学
校
の
魅
力
・
活
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、生
徒
の
全
国
募
集

（
地
域
み
ら
い
留
学
へ
の
参
画
）に
踏

み
切
り
ま
し
た
。玄
海
町
に
話
を
持
ち

か
け
た
と
こ
ろ
、〝
高
校
生
は
町
の
大

き
な
資
源
の
一
つ
。町
の
魅
力
と
し
て

高
校
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
〞
、と
志

を
同
じ
く
し
て
い
た
だ
き
、町
と
の
協

働
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
、町
に
よ
る
学
校
の
P
R
動

画
の
制
作
や
町
の
広
報
誌
へ
の
学
校

活
動
の
掲
載
な
ど
、町
か
ら
の
支
援
が

得
ら
れ
る
と
と
も
に
、相
互
の
関
わ
り

が
増
え
ま
し
た
。ま
た
、豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
本
校
の
魅
力
を
効
果
的

に
発
信
す
る
た
め
、S
N
S
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
き
た
と

こ
ろ
、令
和
6
年
度
に
待
望
の
地
域
み

ら
い
留
学
生
が
入
学
。こ
れ
を
き
っ
か

け
に
町
の
皆
さ
ん
に「
全
国
か
ら
も
選

ば
れ
る
学
校
な
ん
だ
！
」と
思
っ
て
い

た
だ
き
、今
後
地
元
か
ら
の
生
徒
も
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
唐
津
青
翔
高
校

T
S
U
N
A
G
A
R
U
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」始
動

　
学
校
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ

る
た
め
、令
和
６
年
度
か
ら「
唐
津
青

翔
高
校
T
S
U
N
A
G
A
R
U
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
未
来
」、「
世
界
」そ

し
て「
地
域
」と
つ
な
が
る
こ
と
を
軸

と
し
て
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
e
ス

ポ
ー
ツ
、国
際
交
流
の
推
進
、地
域
資

源
を
活
用
し
た
教
育
の
実
践
等
、令
和

８
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、

「
D
X
活
用
」と「
リ
ア
ル
追
及
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
特
別
教
室
の
一
部
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、最
先
端
の
学
び

や
地
域
と
つ
な
が
る
学
び
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
一
部
見
直
し
ま
し
た
。

町
の
未
来
を
描
く
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　
〝
玄
海
町
の
良
さ
を
発
信
す
る
〞
と

い
う
視
点
か
ら
、町
が
主
導
し
て「
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」の
設
立
を
進
め
て
い

ま
す
。「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」に
は
複
数

の
分
科
会
が
設
け
ら
れ
、い
ず
れ
も
本

校
を
広
く
支
援
・
応
援
い
た
だ
け
る
内

容
で
あ
り
、心
強
い
限
り
で
す
。

　「
唐
津
青
翔
高
校
T
S
U
N
A
G
A
R
U

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、校
舎
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
加
え
、寮
の
機
能
を
備
え
た
交

流
拠
点
の
整
備
に
向
け
た
検
討
も
行
っ

て
い
ま
す
。「
地
域
の
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
学
び
合
え
る
場
」に
で
き
る
よ
う
、

学
校
と
地
域
の
垣
根
を
低
く
し
、高
校
生

と
地
域
の
方
と
の
交
流
や
学
び
合
い
を

促
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」で
学
校
の
未
来
・
町
の
未

来
を
共
に
描
き
、学
校
と
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
む
こ
と
で
、地
域
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」と
は
目
的
達
成
の

た
め
に
町
や
高
校
・
地
域
団
体
な
ど
が

力
を
合
わ
せ
る
協
働
体
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

教
職
員
の
意
識
醸
成
の
た
め
の

仕
掛
け
づ
く
り

　
地
域
と
の
協
働
が
増
え
る
に
つ
れ
、

教
職
員
の
働
き
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
差
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
こ
で
今
年
度
か
ら
、全
職
員

を
系
列
の
担
当
と
し
て
割
り
振
り
、休

日
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
場
合

は
交
替
で
生
徒
を
引
率
す
る
等
の
工

夫
を
し
て
、一
度
は
地
域
活
動
を
経
験

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ

の
結
果
、「
地
域
の
方
と
交
流
で
き
て

よ
か
っ
た
」「
充
実
し
た
有
意
義
な
時

間
に
な
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

地
域
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
参
加
す

る
教
職
員
が
増
え
る
な
ど
、協
働
に
対

す
る
意
識
が
校
内
で
変
わ
り
つ
つ
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
協
働
に
対
す
る
意
識
の

醸
成
を
図
り
な
が
ら
、取
組
を
継
続
で

き
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

高校と協働する中で、生徒の元気とパワフルさに感銘を受けています。「な
ぜ役場がわざわざ県立の高校を支援するのか」とよく聞かれますが、高校
生が地域住民とフラットな関係を築く未来を想像できるんです。高校生へ
の支援は町民にもメリットがあり、彼らには明るい町を作るために地域と
積極的に関係を築いてほしいと感じています。ただし、学校は教育の場で
あり、地域での活動が子どもや地域に与える効果を考え、先生方に過度な
負担をかけないように意識しながら協働するようにしています。

学
校
魅
力
化
に
向
け
て
遠

慮
せ
ず
高
校
か
ら
動
く

地
域
側
に
高
校
生
の
活

動
の
受
け
皿
を
つ
く
る

協
働
の
教
育
効
果
を
教

職
員
に
実
感
し
て
も
ら
う

学校魅力化と地域魅力化の両立へ
〜持続可能な協働体制「コンソーシアム」の設立へ〜
高校の魅力を高めるために「未来」・「世界」・「地域」とつながる「唐津青翔高校
TSUNAGARUプロジェクト」に取り組んでいます。生徒の全国募集をきっかけに玄海町
や地域の企業・団体等との協働が始まり、高校存続のため、玄海町の主導により「コン
ソーシアム」の立ち上げに取り組んでいます。
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卒業生と共につくる学校の魅力
〜生徒の可能性の扉を開く「旭ヶ岡キャリア塾」構想〜

あ
え
て
学
校
か
ら
踏
み
込
む

　「
学
校
魅
力
強
化
委
員
会
」と
は
、

「
学
校
と
地
域
の
協
働
を
促
進
す
る
組

織
」と
捉
え
、積
極
的
な
活
用
の
た
め

に
委
員
の
人
選
を
重
要
視
し
ま
し
た
。

同
高
で
の
教
え
子
で
〝
こ
の
人
が
委

員
に
な
っ
た
ら
面
白
い
こ
と
が
で
き

そ
う
〞
と
い
う
卒
業
生
に
声
を
か
け

ま
し
た
。快
諾
し
て
く
れ
た
３
人
が
核

と
な
っ
て
次
々
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

が
誕
生
。瞬
く
間
に
１
・
２
年
生
対
象

の「
旭
ヶ
岡
キ
ャ
リ
ア
塾
」が
実
現
し

ま
し
た
。多
様
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒

業
生
が
講
師
と
な
り
、興
味
の
あ
る
職

業
の
話
を
聞
け
る
と
い
う
も
の
で
、参

加
し
た
生
徒
の「
都
会
で
な
く
て
も
佐

賀
で
夢
が
実
現
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」と
喜
ぶ
姿
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。当
日
の
運
営
は
も
ち
ろ
ん
、

講
師
集
め
や
事
前
準
備
な
ど
大
変
な

部
分
は
委
員
会
が
、校
内
の
体
制
づ
く

り
や
生
徒
へ
の
周
知
な
ど
は
学
校
が

行
い
、双
方
で
役
割
分
担
し
な
が
ら
進

め
ら
れ
た
点
は
非
常
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

教
職
員
と
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
の

双
方
の
強
み
を
活
か
す
に
は

　
年
１
回
の
キ
ャ
リ
ア
塾
の
開
催
に

加
え
、卒
業
生
な
ど
が
生
徒
の
夢
さ
が

し
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る「
旭
ヶ

岡
キ
ャ
リ
ア
ラ
ボ
」を
令
和
６
年
２

月
、校
内
に
開
設
。構
想
は
当
初
か
ら

出
て
い
ま
し
た
が
、外
部
の
方
の
教
室

利
用
や
生
徒
と
の
接
触
な
ど
、ハ
ー
ド

ル
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
た
め
、教
職
員

の
賛
同
が
得
ら
れ
る
よ
う
慎
重
に
進

め
ま
し
た
。ラ
ボ
に
新
規
メ
ン
バ
ー
を

迎
え
る
際
は
、必
ず
職
員
会
議
に
は
か

り
、教
職
員
の
理
解
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ラ
ボ
の
意
義
に
つ
い
て
教
職

員
と
ラ
ボ
ス
タ
ッ
フ
と
の
共
通
理
解

も
か
か
せ
ま
せ
ん
。ラ
ボ
は
、生
徒
が

夢
を
見
付
け
る
手
助
け
を
す
る
場
所

で
、実
際
の
進
路
指
導
や
学
習
指
導
は

当
然
教
職
員
の
役
割
と
な
り
ま
す
。

学
校
魅
力
強
化
委
員
会
に
お
け

る
管
理
職
の
役
割

　
キ
ャ
リ
ア
塾
や
ラ
ボ
を
実
現
で
き

た
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、学
校
側
が

卒
業
生
に
声
を
か
け
、共
に
熟
議
を

重
ね
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。彼
ら

は
後
輩
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
熱

い
思
い
が
あ
り
、非
常
に
協
力
的
で

す
。そ
の
た
め
、委
員
会
で
は
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
す
が
、明
ら
か
に

学
校
と
し
て
賛
同
で
き
な
い
場
合

は
、し
っ
か
り
〝
ノ
ー
〞
と
伝
え
て

お
り
、そ
の
役
目
は
校
長
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。委
員
会
と
学
校
運
営

の
両
輪
を
う
ま
く
回
す
た
め
に
も
、決

定
権
が
あ
る
私
達
管
理
職
が
委
員
会

で
の
委
員
と
の
対
話
と
熟
議
に
重
き

を
置
い
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
が

生
徒
の
道
標
に

　
本
校
は
普
通
科
、商
業
科
、食
品
調

理
科
を
持
つ
た
め
、幅
広
い
分
野
で
活

躍
す
る
卒
業
生
が
い
る
こ
と
が
強
み

で
す
。キ
ャ
リ
ア
塾
が「
点
」、ラ
ボ
を

「
線
」と
し
、将
来
的
に
は
生
徒
一
人
一

人
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
つ

け
、他
に
は
な
い「
面
」で
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
と
共
に

学
校
の
魅
力
を
磨
き
、生
徒
の
進
路
実

現
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。母校である鹿島高校の赤門を久しぶりにくぐり、恩師の先生方と学校

や生徒のために、そして地域のために、一緒に何ができるかを先生方
や生徒たちと真剣に話し合い、実践できたことがなにより嬉しかった
です！これまで取り組んできたキャリア塾、キャリアラボ、そしてこれ
から始まるキャリアアドバイザーなどを継続していってほしいです。あ
くまで外部の人間として、先生や生徒と一緒にできることを無理なく
取り組んでいくこと、そして、本音で話し合いながら、役割分担を明確
にして一緒に全力で取り組むことが大切だと思います。

高校に変化をもたらすため、校長自らユニークな活動をしている卒業生に声をかけ、
学校魅力強化委員会（学校運営協議会）の委員に招いた鹿島高校。委員会の発案で
キャリア教育の取組が大きく進み、様々な分野で活躍している卒業生と気軽に話せる
「旭ヶ岡キャリアラボ」が校内に誕生しました。

委
員
の
人
選
が
一
番
重
要

外
部
の
意
見
は
校
内
で

き
ち
ん
と
は
か
る

管
理
職
が
意
志
を
持
っ

て
決
断
す
る

卒
業
生
と
つ
な
が
る
キ
ャ

リ
ア
教
育

体験を学びに発展させ、探究活動で多様な進路実現へ
〜地域と連携する普通科改革  生徒の未来を切り拓く学び〜

探
究
活
動
を
軸
に
新
た
な
魅
力
を

生
み
出
す

　
特
色
の
あ
る
高
校
が
多
い
唐
津
市

内
で
、本
校
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
、

「
普
通
科
改
革
」に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ
の
要
と
な
る
の
は
探
究
活
動
で

す
。生
徒
自
身
が
地
域
や
社
会
の
課
題

を
見
付
け
て
課
題
解
決
型
学
習
を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
全
校
生
徒
の
約
２
割
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
に
所
属
し
、唐
津
へ
の
思
い

や
社
会
貢
献
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
い
の
が
本
校
の
魅
力
の
１
つ
で

す
。10
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
、地
域
の
皆
さ
ん
と
築
き
上

げ
た
信
頼
関
係
が
新
し
く
始
め
る
探

究
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
普
通
科

が
ス
タ
ー
ト
し
、２
年
生
で
は
地
域
と

連
携
す
る「
地
域
探
究
進
学
コ
ー
ス
」

と
、大
学
や
研
究
機
関
と
連
携
す
る「
学

際
探
究
進
学
コ
ー
ス
」に
分
か
れ
、さ
ら

に
探
究
活
動
を
深
め
て
い
き
ま
す
。探

究
活
動
で
得
た
主
体
性
や
課
題
解
決

力
な
ど
が
、生
徒
の
多
様
な
進
路
の
実

現
に
生
か
せ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

校
務
分
掌「
探
究
支
援
部
」を

立
ち
上
げ
る

　
校
長
に
着
任
し
た
令
和
5
年
4
月

に
普
通
科
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
定
。本
校
の
探
究
活
動
に
つ
い
て
、

導
入
の
経
緯
を
説
明
し
、校
内
に
浸
透

さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。教

職
員
か
ら
も
戸
惑
い
の
声
が
多
か
っ

た
の
で
、本
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
ベ
ー
ス
に
、「
探
究
活
動
と
は
何

か
」、「
実
際
に
ど
ん
な
取
組
を
す
る
の

か
」な
ど
、教
職
員
と
対
話
や
目
線
合

わ
せ
を
積
み
重
ね
て
よ
う
や
く
動
き

出
し
ま
し
た
。

　
探
究
活
動
を
行
う
上
で
最
も
大
き

な
課
題
は
、外
部
機
関
と
の
連
携
・
調

整
で
す
。そ
こ
で
、校
務
分
掌
と
し
て

「
探
究
支
援
部
」を
立
ち
上
げ
、さ
ら
に

各
学
年
に「
探
究
支
援
部
」の
担
当
者

を
配
置
す
る
な
ど
、校
内
体
制
を
整
え

た
と
こ
ろ
、教
職
員
か
ら
情
報
共
有
が

し
や
す
く
な
っ
た
と
い
っ
た
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

学
校
魅
力
強
化
委
員
会
と
共
に

深
化
す
る
探
究
活
動

　
本
校
の
探
究
活
動
を
語
る
上
で
欠

か
せ
な
い
の
が
学
校
魅
力
強
化
委
員

会
と
の
関
わ
り
で
す
。委
員
に
卒
業
生

が
多
く
、大
変
協
力
的
で
、各
人
の
人

脈
を
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、多
種
多
様
な
分
野
と
の
連
携
が
実

現
し
、さ
ら
に
、現
在
は
同
窓
会
を
軸

と
し
た
探
究
活
動
の
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
が
、委
員
会
の
発
案

に
よ
り
始
動
し
て
い
ま
す
。委
員
と
十

分
な
熟
議
を
重
ね
て
い
る
か
ら
こ
そ

探
究
活
動
が
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に

磨
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
と
つ
な
が
る
探
究
活
動
が

育
む「
生
徒
の
学
び
と
成
長
」

　
探
究
活
動
を
進
め
、生
徒
が
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
始
め
た
こ
と
で
、

学
校
の
雰
囲
気
は
以
前
に
も
増
し
て

良
く
な
り
、生
徒
は
自
分
の
考
え
を
人

前
で
話
し
た
り
、困
っ
て
い
る
人
を
見

た
ら
声
を
か
け
た
り
、初
対
面
の
相
手

と
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
な
ど
、

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
様
子
が
目

に
見
え
て
き
ま
し
た
。ま
た
、探
究
活

動
が
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る

こ
と
で
、生
徒
は
学
ぶ
こ
と
の
面
白
さ

を
認
識
し
、学
校
へ
来
る
こ
と
の
楽
し

さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

生
徒
の
輝
く
姿
を
見
た
地
元
の
小
・
中

学
生
が「
唐
津
西
高
校
に
行
き
た

い
！
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
。

高校と関わる中でやりがいを感じるのは、地域の将来を担う母校の後輩
たちを支援できることです。NPO法人WeDでの活動が、高校生への支援
に役立てられていると思います。普段から高校と関わりがある自分が地
域と学校の橋渡しをするときには、先生方の負担を減らせるように意識
しています。そうすることで、地域と学校の協働が進んでいると感じま
す。高校生の頑張りは地域に大きな影響を与えるので、先生方にはさら
に地域の力を活用してほしいです。

「普通科改革」に舵を切り、令和６年度から探究活動を軸にした学びをスタートさせた
唐津西高校。地域・企業・大学等と協働した実践的な教育が始まっています。その基盤
となったのは地域とのつながりを深めてきたボランティア部の活動と学校魅力強化
委員会（学校運営協議会）の支えでした。

探
究
活
動
を
軸
に
新
た

な
魅
力
を
創
造

改
革
の
要
と
な
る「
探
究

支
援
部
」の
立
ち
上
げ
！

同
窓
会
や
学
校
魅
力
強

化
委
員
会
と
連
携
し
た

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築

地
域
と
の
つ
な
が
り
が

生
徒
の
学
び
へ

ウェド
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卒業生と共につくる学校の魅力
〜生徒の可能性の扉を開く「旭ヶ岡キャリア塾」構想〜

あ
え
て
学
校
か
ら
踏
み
込
む

　「
学
校
魅
力
強
化
委
員
会
」と
は
、

「
学
校
と
地
域
の
協
働
を
促
進
す
る
組

織
」と
捉
え
、積
極
的
な
活
用
の
た
め

に
委
員
の
人
選
を
重
要
視
し
ま
し
た
。

同
高
で
の
教
え
子
で
〝
こ
の
人
が
委

員
に
な
っ
た
ら
面
白
い
こ
と
が
で
き

そ
う
〞
と
い
う
卒
業
生
に
声
を
か
け

ま
し
た
。快
諾
し
て
く
れ
た
３
人
が
核

と
な
っ
て
次
々
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

が
誕
生
。瞬
く
間
に
１
・
２
年
生
対
象

の「
旭
ヶ
岡
キ
ャ
リ
ア
塾
」が
実
現
し

ま
し
た
。多
様
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒

業
生
が
講
師
と
な
り
、興
味
の
あ
る
職

業
の
話
を
聞
け
る
と
い
う
も
の
で
、参

加
し
た
生
徒
の「
都
会
で
な
く
て
も
佐

賀
で
夢
が
実
現
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」と
喜
ぶ
姿
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。当
日
の
運
営
は
も
ち
ろ
ん
、

講
師
集
め
や
事
前
準
備
な
ど
大
変
な

部
分
は
委
員
会
が
、校
内
の
体
制
づ
く

り
や
生
徒
へ
の
周
知
な
ど
は
学
校
が

行
い
、双
方
で
役
割
分
担
し
な
が
ら
進

め
ら
れ
た
点
は
非
常
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

教
職
員
と
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
の

双
方
の
強
み
を
活
か
す
に
は

　
年
１
回
の
キ
ャ
リ
ア
塾
の
開
催
に

加
え
、卒
業
生
な
ど
が
生
徒
の
夢
さ
が

し
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る「
旭
ヶ

岡
キ
ャ
リ
ア
ラ
ボ
」を
令
和
６
年
２

月
、校
内
に
開
設
。構
想
は
当
初
か
ら

出
て
い
ま
し
た
が
、外
部
の
方
の
教
室

利
用
や
生
徒
と
の
接
触
な
ど
、ハ
ー
ド

ル
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
た
め
、教
職
員

の
賛
同
が
得
ら
れ
る
よ
う
慎
重
に
進

め
ま
し
た
。ラ
ボ
に
新
規
メ
ン
バ
ー
を

迎
え
る
際
は
、必
ず
職
員
会
議
に
は
か

り
、教
職
員
の
理
解
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ラ
ボ
の
意
義
に
つ
い
て
教
職

員
と
ラ
ボ
ス
タ
ッ
フ
と
の
共
通
理
解

も
か
か
せ
ま
せ
ん
。ラ
ボ
は
、生
徒
が

夢
を
見
付
け
る
手
助
け
を
す
る
場
所

で
、実
際
の
進
路
指
導
や
学
習
指
導
は

当
然
教
職
員
の
役
割
と
な
り
ま
す
。

学
校
魅
力
強
化
委
員
会
に
お
け

る
管
理
職
の
役
割

　
キ
ャ
リ
ア
塾
や
ラ
ボ
を
実
現
で
き

た
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、学
校
側
が

卒
業
生
に
声
を
か
け
、共
に
熟
議
を

重
ね
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。彼
ら

は
後
輩
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
熱

い
思
い
が
あ
り
、非
常
に
協
力
的
で

す
。そ
の
た
め
、委
員
会
で
は
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
す
が
、明
ら
か
に

学
校
と
し
て
賛
同
で
き
な
い
場
合

は
、し
っ
か
り
〝
ノ
ー
〞
と
伝
え
て

お
り
、そ
の
役
目
は
校
長
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。委
員
会
と
学
校
運
営

の
両
輪
を
う
ま
く
回
す
た
め
に
も
、決

定
権
が
あ
る
私
達
管
理
職
が
委
員
会

で
の
委
員
と
の
対
話
と
熟
議
に
重
き

を
置
い
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
が

生
徒
の
道
標
に

　
本
校
は
普
通
科
、商
業
科
、食
品
調

理
科
を
持
つ
た
め
、幅
広
い
分
野
で
活

躍
す
る
卒
業
生
が
い
る
こ
と
が
強
み

で
す
。キ
ャ
リ
ア
塾
が「
点
」、ラ
ボ
を

「
線
」と
し
、将
来
的
に
は
生
徒
一
人
一

人
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
つ

け
、他
に
は
な
い「
面
」で
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
と
共
に

学
校
の
魅
力
を
磨
き
、生
徒
の
進
路
実

現
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。母校である鹿島高校の赤門を久しぶりにくぐり、恩師の先生方と学校

や生徒のために、そして地域のために、一緒に何ができるかを先生方
や生徒たちと真剣に話し合い、実践できたことがなにより嬉しかった
です！これまで取り組んできたキャリア塾、キャリアラボ、そしてこれ
から始まるキャリアアドバイザーなどを継続していってほしいです。あ
くまで外部の人間として、先生や生徒と一緒にできることを無理なく
取り組んでいくこと、そして、本音で話し合いながら、役割分担を明確
にして一緒に全力で取り組むことが大切だと思います。

高校に変化をもたらすため、校長自らユニークな活動をしている卒業生に声をかけ、
学校魅力強化委員会（学校運営協議会）の委員に招いた鹿島高校。委員会の発案で
キャリア教育の取組が大きく進み、様々な分野で活躍している卒業生と気軽に話せる
「旭ヶ岡キャリアラボ」が校内に誕生しました。

委
員
の
人
選
が
一
番
重
要

外
部
の
意
見
は
校
内
で

き
ち
ん
と
は
か
る

管
理
職
が
意
志
を
持
っ

て
決
断
す
る

卒
業
生
と
つ
な
が
る
キ
ャ

リ
ア
教
育

体験を学びに発展させ、探究活動で多様な進路実現へ
〜地域と連携する普通科改革  生徒の未来を切り拓く学び〜

探
究
活
動
を
軸
に
新
た
な
魅
力
を

生
み
出
す

　
特
色
の
あ
る
高
校
が
多
い
唐
津
市

内
で
、本
校
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
、

「
普
通
科
改
革
」に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ
の
要
と
な
る
の
は
探
究
活
動
で

す
。生
徒
自
身
が
地
域
や
社
会
の
課
題

を
見
付
け
て
課
題
解
決
型
学
習
を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
全
校
生
徒
の
約
２
割
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
に
所
属
し
、唐
津
へ
の
思
い

や
社
会
貢
献
に
対
す
る
意
識
が
非
常

に
高
い
の
が
本
校
の
魅
力
の
１
つ
で

す
。10
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
、地
域
の
皆
さ
ん
と
築
き
上

げ
た
信
頼
関
係
が
新
し
く
始
め
る
探

究
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
し
い
普
通
科

が
ス
タ
ー
ト
し
、２
年
生
で
は
地
域
と

連
携
す
る「
地
域
探
究
進
学
コ
ー
ス
」

と
、大
学
や
研
究
機
関
と
連
携
す
る「
学

際
探
究
進
学
コ
ー
ス
」に
分
か
れ
、さ
ら

に
探
究
活
動
を
深
め
て
い
き
ま
す
。探

究
活
動
で
得
た
主
体
性
や
課
題
解
決

力
な
ど
が
、生
徒
の
多
様
な
進
路
の
実

現
に
生
か
せ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

校
務
分
掌「
探
究
支
援
部
」を

立
ち
上
げ
る

　
校
長
に
着
任
し
た
令
和
5
年
4
月

に
普
通
科
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
定
。本
校
の
探
究
活
動
に
つ
い
て
、

導
入
の
経
緯
を
説
明
し
、校
内
に
浸
透

さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。教

職
員
か
ら
も
戸
惑
い
の
声
が
多
か
っ

た
の
で
、本
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
ベ
ー
ス
に
、「
探
究
活
動
と
は
何

か
」、「
実
際
に
ど
ん
な
取
組
を
す
る
の

か
」な
ど
、教
職
員
と
対
話
や
目
線
合

わ
せ
を
積
み
重
ね
て
よ
う
や
く
動
き

出
し
ま
し
た
。

　
探
究
活
動
を
行
う
上
で
最
も
大
き

な
課
題
は
、外
部
機
関
と
の
連
携
・
調

整
で
す
。そ
こ
で
、校
務
分
掌
と
し
て

「
探
究
支
援
部
」を
立
ち
上
げ
、さ
ら
に

各
学
年
に「
探
究
支
援
部
」の
担
当
者

を
配
置
す
る
な
ど
、校
内
体
制
を
整
え

た
と
こ
ろ
、教
職
員
か
ら
情
報
共
有
が

し
や
す
く
な
っ
た
と
い
っ
た
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

学
校
魅
力
強
化
委
員
会
と
共
に

深
化
す
る
探
究
活
動

　
本
校
の
探
究
活
動
を
語
る
上
で
欠

か
せ
な
い
の
が
学
校
魅
力
強
化
委
員

会
と
の
関
わ
り
で
す
。委
員
に
卒
業
生

が
多
く
、大
変
協
力
的
で
、各
人
の
人

脈
を
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、多
種
多
様
な
分
野
と
の
連
携
が
実

現
し
、さ
ら
に
、現
在
は
同
窓
会
を
軸

と
し
た
探
究
活
動
の
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
が
、委
員
会
の
発
案

に
よ
り
始
動
し
て
い
ま
す
。委
員
と
十

分
な
熟
議
を
重
ね
て
い
る
か
ら
こ
そ

探
究
活
動
が
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に

磨
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
と
つ
な
が
る
探
究
活
動
が

育
む「
生
徒
の
学
び
と
成
長
」

　
探
究
活
動
を
進
め
、生
徒
が
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
始
め
た
こ
と
で
、

学
校
の
雰
囲
気
は
以
前
に
も
増
し
て

良
く
な
り
、生
徒
は
自
分
の
考
え
を
人

前
で
話
し
た
り
、困
っ
て
い
る
人
を
見

た
ら
声
を
か
け
た
り
、初
対
面
の
相
手

と
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
な
ど
、

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
様
子
が
目

に
見
え
て
き
ま
し
た
。ま
た
、探
究
活

動
が
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る

こ
と
で
、生
徒
は
学
ぶ
こ
と
の
面
白
さ

を
認
識
し
、学
校
へ
来
る
こ
と
の
楽
し

さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

生
徒
の
輝
く
姿
を
見
た
地
元
の
小
・
中

学
生
が「
唐
津
西
高
校
に
行
き
た

い
！
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
。

高校と関わる中でやりがいを感じるのは、地域の将来を担う母校の後輩
たちを支援できることです。NPO法人WeDでの活動が、高校生への支援
に役立てられていると思います。普段から高校と関わりがある自分が地
域と学校の橋渡しをするときには、先生方の負担を減らせるように意識
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8:20
8:30
8:45

　　　11:00
12:00
14:00

16:00
16:50

出勤　校門にて挨拶運動
一日のスケジュール確認
地域の方との連絡・調整
広報活動（Instagram更新）
地域の方とランチミーティング
オンライン説明会の企画・準備・
校内ミーティング
地域みらい留学生との面談
退勤

　県内外への高校の魅力発信に加え、入学した地域みらい留学生のサ
ポートをしています。現在本校には10人が東京や広島、鹿児島などから
留学しており、ほとんどが一人暮らしをしています。学校の先生方とは異
なる視点から、自立して生活するためのサポートを行い、相談しやすいよ
うな雰囲気づくりや距離感を大切にしています。
　生まれも育ちも有田町である私。地域みらい留学生も含めて県内外の
方に有田の歴史や陶磁器のことだけでなく、この地域ならではの伝統や
人情を知ってもらうことも、今の私の役割の一つだと考えています。特に、
青春時代の貴重な３年間を本校で過ごす地域みらい留学生には、地域
の方との触れ合いや交流に加え、“有田ならではの体験”ができる機会を
積極的に提供しています。そうした時間の積み重ねにより、地域みらい留
学生にとっては“有田が第二の故郷”となり、地域にとっては「若い世代に
事業や技術を引き継いでいくために頑張っていこう」などの思いを抱い
ていただくことにつながるのではないかと感じています。

リュウ イー ファンさん 

かどわき　きょうへい

学校魅力化アドバイザー 門脇 享平さん 

いわや　 あやこ

 岩谷 綾子さん 
有田工業高校
学校魅力化コーディネーター

　主な業務は今年度から始めた「HOT Challenge」というボランティア
活動の体制づくりです。生徒のコミュニケーション力を高め主体的に動
く力を身に付ける機会にしたいというのが目的で、学校としてまずは１年
生から導入してみることにしました。
　生徒の関心と参加意欲を高めるため、名称を募集したところ、ある生
徒が福祉施設の利用者の方からかけられた「君が来てくれてほっとした
よ」という言葉、学校のキャッチフレーズの「HOT School」、さらに生徒
も学校もいろいろチャレンジしていきたいという熱い(HOT)想いから
「ホットチャレンジ」と名付けることとしました。ボランティア活動ではあ
りますが、ゲーム感覚で挑戦できるようお気軽・本気・行事の３コースを
設けました。本事業には学校魅力強化委員会の方も協力的なので、太良
高校ならではのユニークな取組となるよう共に試行錯誤しています。
　この地域ならではの、ヒト・モノ・コトをつなぎ、ここでしか体験できな
い、学べないような活動を学校と地域の架け橋となりながら共に作り上
げていく体制を整えるのも、コーディネーターの仕事であり、そこにやり
がいを感じています。

今年の夏、牛津高校「みせるプロジェクト」として、３つの学科それぞれ
の特色を生かした１日限定のお店「牛高茶屋」がオープン。地域の方を中
心に多くの方に来店いただき、大盛況で幕を閉じました。
着任後、人脈づくりのために地域の様々な活動に顔を出し、傾聴と対

話を重ね、相談できる関係性を構築していきました。そのような中で、あ
る会議に参加したところ、地域の活性化を担うキーパーソンと出会い、町
の困り感や課題について情報をいただいたことがきっかけとなり、今回
のみせるプロジェクトが動き始めました。学校としても、「生徒が校外に出
て、地域の方と触れ合うことで、地域課題に気づく機会をもっと増やした
い」と思っていた時期でもあったので、そのつなぎ（コーディネート）がで
きて嬉しく思っています。
改めて感じたのは、学校の視点に加え、地域の困りごとに対して学校

では何ができるかという視点も持つこと。双方にとってメリットがあるつ
なぎ役として、コーディネーターの調整力が求められると思っています。

生徒の探究のテーマに沿った人や生徒自身が会ってみたい人とのマッ
チングをするのが主な役割です。まずは自分の人脈を広げるために、様々
な人にとにかく会いにいきました。話をしてみると「高校生とつながりた
い」「力を借りたい」と思っている人は意外と多いことが分かったので、次
に具体的な関わり方について、先生方と打ち合わせ、授業に組み込むな
どを検討しています。
令和５年度は主に商業科２年生の授業に関わりました。地域課題ごと

にグループに分かれ、解決策を探究するなかで、生徒が主体的に課題を
発見し、発表を行うなど、目覚ましい成長や変化を遂げる

姿を間近で見ることができました。生徒の成長を身
近で見られるからこそ、感動しましたし、とてもや
りがいのある仕事だと感じています。
コーディネーターとして学校と地域、どちらも

Win-Winとなり、お互い無理なく持続できる関
係づくりを心がけています。

共有しながら、目的が一致している部分に基づいて、
緩やかな協働体制の構築を進めることができたと
思います。
地域にひらく、と言った際の「地域」は住民や行政

だけではありません。今後は、企業、大学、CSOなど、
より専門的な社会資源と接続し、さらなる学校魅力
化を進めていきたいと考えています。

SCSの９校に対して、学校魅力化の伴走支援を
行っています。１・２年目は毎月各校へ訪問し、学校
魅力強化委員会の活用やカリキュラム改革、グラン
ドデザインの作成、全国生徒募集等について、学校
のさらなる魅力化を進めるとともに、学校を地域に
ひらくための橋渡し役も担っていました。本事業の
最終年度となる３年目は、本事業で取り組んできた
各校の自走化を目指して、９校共通のルーブリック
の活用などにもチャレンジしています。
また、高校と地域の協働を進めるために、市町と

の連携も欠かせません。県の学校魅力化アドバイ
ザーとして、学校と行政の協議の場を設け、対話のサ
ポートをしていくことによって、お互いのビジョンを

白石高校
学校魅力化コーディネーター 野見山 美鈴さん 

のみやま　 みすず

中島 弘次さん 
なかしま　 ひろつぐ牛津高校

学校魅力化コーディネーター  

　地域みらい留学生の募集に係る情報発信が主な役割です。SNSでは、
地域の特色を盛り込みながら学校の魅力を発信し、また本校での高校
生活が擬似体験できるようなひと工夫を加えています。また、各種説明
会では、地域みらい留学生と一緒にPRを行い、地域みらい留学生のリア
ルな声を届けたところ、非常に好評でした。
　本校は町に一つしかない高校ということもあり、玄海町や地元企業を
はじめ、多くの方からの支えがあることを様々な場面で実感しています。
特に、地域みらい留学生の住まい探しは、学校の力だけでは難しく、苦労
をしました。このことを玄海町や地域の方に相談したところ、「我が家を
使っていいよ」など、温かい声を寄せていただき、無事に確保することが
できました。まさに地域・町・学校の三者が一体となって、地域みらい留学
生の受け入れに取り組んでいます。
　私が思うコーディネーターの役割とは、三者が密に連携し、同じベクト
ルを向く関係性を作り出すことだと思います。そのためには、コーディ
ネーター自身が地域や学校のファンになり、積極的に地域に足を運び、
“関係性を築くための種まき”が大切だと感じています。

北川 桃子さん 
きたがわ  ももこ唐津青翔高校

学校魅力化コーディネーター 

地域みらい留学生と
町を案内

ボランティア活動の
紹介

探究活動の
伴走支援

生徒へ
活動の説明

 対面説明会の
ブースセッション

会議での
ファシリテーション

8：15

8：30
10：00

12：40
13：25
16：00
16：50

出勤・朝礼　
昇降口であいさつ活動
担当の先生と授業の打合せ
地域伴走者とイベントや進捗状況
について打合せ(学校外)
ランチ
授業に入り、生徒や先生の伴走支援
地域伴走者に進捗状況報告
退勤

8：30
9：00

9：30
10：00
12：25
13：00

16：00
17：10

出勤・朝礼、業務確認
イベント参加者対応（活動日誌の
提出のリマインドメモ作成と配布）

広報委員会活動の打合せ
各種事務処理、資料作成
ランチ
学校HP掲載用記事作成・
動画の撮影と編集
広報委員会活動参加
退勤

8：15
8：30
9：00

12：15

13：30

16：50

出勤　職員朝礼
スケジュール確認・打合せ
広報活動
（全国募集に向けてのSNS発信）
ランチ
•地域みらい留学生にお弁当配布
(健康状態確認や連絡事項を伝える)

各種説明会に向けた準備
・地域みらい留学チーム会議
退勤

8：25
9：20
12：00
12：45
16：00
16：55
18：00

出勤。朝礼
校外にて地域の方と打合せ
ランチ
先生方と打合せや資料作成
生徒たちと校内菜園の世話
退勤
地域コミュニティーに参加
（子ども食堂・お祭り・地域行事
  ・各実行委員会・協議会等々）

太良高校
学校魅力化コーディネーター
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会議での
ファシリテーション

8：15

8：30
10：00

12：40
13：25
16：00
16：50

出勤・朝礼　
昇降口であいさつ活動
担当の先生と授業の打合せ
地域伴走者とイベントや進捗状況
について打合せ(学校外)
ランチ
授業に入り、生徒や先生の伴走支援
地域伴走者に進捗状況報告
退勤

8：30
9：00

9：30
10：00
12：25
13：00

16：00
17：10

出勤・朝礼、業務確認
イベント参加者対応（活動日誌の
提出のリマインドメモ作成と配布）

広報委員会活動の打合せ
各種事務処理、資料作成
ランチ
学校HP掲載用記事作成・
動画の撮影と編集
広報委員会活動参加
退勤

8：15
8：30
9：00

12：15

13：30

16：50

出勤　職員朝礼
スケジュール確認・打合せ
広報活動
（全国募集に向けてのSNS発信）
ランチ
•地域みらい留学生にお弁当配布
(健康状態確認や連絡事項を伝える)

各種説明会に向けた準備
・地域みらい留学チーム会議
退勤

8：25
9：20
12：00
12：45
16：00
16：55
18：00

出勤。朝礼
校外にて地域の方と打合せ
ランチ
先生方と打合せや資料作成
生徒たちと校内菜園の世話
退勤
地域コミュニティーに参加
（子ども食堂・お祭り・地域行事
  ・各実行委員会・協議会等々）

太良高校
学校魅力化コーディネーター
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普通科と商業科の両キャンパスがある杵島郡３町（白石町、大町町、江北町）に関わる様々な魅力や課題を知り、
つながりながら、連携・協働した取組を行うことで、主体的に行動する力と課題解決能力の育成を目指しています。

私は高校で地域の人と話したり、地域の
課題に取り組んだりするうちに、いろん
なことに積極的に行動できるようになり
ました。大町町長の前で自分たちの企画
をプレゼンして実行できた時は、大きな
達成感が味わえました。

白石高校による地域とのコラボレーショ
ンは、確実に地域の元気につながってい
ます。地域をフィールドとした高校生の
活躍に感謝しています。これからも地域
とつながる学びを広げ、地域の未来をつ
くる人材を育ててほしいと思います。
須古地区地域づくり協議会  江口さん

　
１
年
生
の「
総

合
的
な
探
究
の
時

間
」で
行
っ
て
い
る

行
事
。「
防
災
・
減

災
」や「
地
域
活
性

化
」な
ど
の
テ
ー

マ
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
地
域
の
方
々

を
講
師
と
し
て
迎

え
、10
分
野
11
講

座
を
開
催
。両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
徒
と
教
職

員
が
、地
域
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
直
接

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、活
動
し
な
が
ら
学
び

ま
す
。

　
３
年
間
を
通
し
て
学
ぶ「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」の
ベ
ー
ス
と
し
て
、地
域
の
課
題
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、当
事
者
意
識
を
育
む

取
組
で
す
。

Instagram

YouTube

「環境分野」について学んでいる様子

　「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」で
は
、地
域
の

方
「々
ホ
ン
キ
の
大
人

先
生
」に
探
究
活
動
の

伴
走
者
に
な
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
て
、教

室
に
来
て
い
た
だ
い

た
り
、放
課
後
や
休
日

に
生
徒
と
共
に
活
動

し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、生
徒
の
学
び
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地域の災害対応についての話合い

　
体
験
的
・
実
践

的
な
探
究
活
動
と

し
て
、夏
に
商
業

科
キ
ャ
ン
パ
ス
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。地
域

活
性
化
や
地
域
の

子
育
て
支
援
、地

域
の
放
置
竹
林
問

題
な
ど
の
課
題
感

を
持
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
が
、地
域
の
方
の

力
を
借
り
な
が
ら
計
画
し
ま
し
た
。地
域

の
大
人
か
ら
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
や
竹
鉄
砲
作
り
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、子
ど
も
遊
び
、販
売
実
習
な
ど
を
展

開
し
、協
力
し
な
が
ら
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

普
通
科
キ
ャ
ン
パ
ス
は
冬
休
み
に
子
ど
も

対
象
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。

体験（竹鉄砲作り）コーナー

コロナ禍でできなかった煎茶接待
を初めて地域の方の前で行いま
した。うまくできないこともありま
したが、お客様から「ありがとう」
の感謝の言葉をいただけたことが
とても嬉しかったです。

放課後子ども教室「津の里ミュージ
アム」活動(子どもたちと料理や工作
をする活動)に高校生がボランティ
アで手伝いに来てくれています。優
しく楽しく指導してくれる高校生は
子どもたちに大人気です。

牛津公民館  熊谷さん

「地域に開かれた、愛される学校づくりプロジェクト」というテーマで、地域や地元企業との協働した取組を行
い、学校の魅力づくりを行っています。

　「
津
の
里
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」は
、牛
津

町
の
子
ど
も
た
ち

に
地
域
ぐ
る
み
で

様
々
な
体
験
を
提

供
す
る
た
め
に
小

城
市
が
毎
月
１
回

主
催
し
て
い
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。牛

津
高
校
生
は
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
の
大
人
の
方
と

協
働
し
な
が
ら
毎
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
は
牛
津
高
校
お
楽
し
み
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
う
こ
と
で
、本
校
の
３
学
科
の
３
年
生

が
指
導
者
と
し
て
、「
調
理
」や「
も
の
作
り
」

な
ど
学
科
の
特
長
を
生
か
し
た
テ
ー
マ
で
子

ど
も
た
ち
と
楽
し
く
活
動
を
し
ま
し
た
。

　「
み
せ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
は
牛

津
高
校
の
各
学
科

が
日
頃
の
学
習
で

身
に
付
け
た
成
果

や
技
術
の
発
表
の

場
と
し
て
お
店
を

出
店
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。今

回
の
出
店
で
は
、

食
品
調
理
科
は
地
元
企
業
と
協
働
開
発
し

た
商
品
の
販
売
、服
飾
デ
ザ
イ
ン
科
は
授
業

で
製
作
し
た
小
物
の
販
売
、生
活
経
営
科
は

煎
茶
の
接
待
を
行
い
ま
し
た
。今
回
の
お
客

様
の
反
応
や
運
営
の
反
省
か
ら
、課
題
を
見

付
け
改
良
を
続
け
る
こ
と
で
よ
り
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
づ
く
り
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Instagram

YouTube

協働開発した商品の販売子どもたちと一緒に調理

　
地
域
の
小
中
学
校

の
家
庭
科
の
授
業
に

出
前
授
業
や
授
業
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。小
学
校
家
庭
科

の
授
業
で
は
、生
活
に

役
立
つ
も
の
の
製
作

（
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
）で
ミ

シ
ン
操
作
の
補
助
、調

理
実
習（
い
ろ
ど
り
野

菜
炒
め
）で
は
包
丁
の
使
い
方
や
、炒
め
方
な
ど

の
調
理
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、楽

し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

６年生の裁縫の授業での縫い方指導

　生徒や保護者・地域の願いや期待を踏まえ、各学校が自校の目指す学校像や育成したい生徒像を描き、その実現を達成するため、学
校教育全体の中でどのような方策を考え、組織的に取り組んでいるかを示した基本構想です。スクール・ミッション、学校教育目標やス
クール･ポリシー（３つのポリシー）から構成されています。
　各校が、育てたい生徒像に基づいて目指す方向や特色を明確にし、教育活動を体系化するとともに、それを教職員・生徒・保護者を
含めた地域社会と共有します。

活用するポイント！

（佐賀県立鹿島高等学校＞HOME >スクール・ミッション/グランドデザイン）より引用▶

（島根県＞トップ > 子育て・教育 > 教育・学習 > 高校魅力化 > グランドデザイン > グランドデザイン）より一部引用

生徒の視点で「この学校で何をどのように学び、何ができるよう
になるか」を描くことが重要です。中学生や保護者が学校を選び
やすくなる言葉やデザインを意識しましょう。

作成するための議論を教育活動改善のチャンスと捉え、それぞ
れの教育活動の目的や内容を精選し、見直すきっかけとして活
用しましょう。

作って終わりとなってしまっては意味がありません。教職員はも
ちろんのこと、生徒・保護者・地域とも共有しながら教育活動を
推進し、そして常にデザインを更新していきましょう。

地域連携型の体験学習とボランティアの推進によるキャリア教育や、地域行事への積極的な参加を通して、
校内外で生徒が活躍できる魅力ある学校にすると同時に、地域社会に貢献できる人材の育成を目指しています。

　
有
明
海
に
つ
い

て
学
ぶ「
有
明
海

学
」、地
域
の
風
土

や
歴
史
を
学
ぶ

「
郷
土
学
習
」、地

域
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
か
ら
農
業
に

つ
い
て
学
ぶ「
栽
培

体
験
・
グ
リ
ー
ン
デ

ザ
イ
ン
」、地
域
の

事
業
所
で
毎
週
1
回
就
業
体
験
を
し
、地
域

の
産
業
や
働
く
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ「
体
験

学
習
」な
ど
、本
校
で
は
地
域
と
連
携
し
、体

験
的
に
学
べ
る
授
業
を
多
く
展
開
し
て
い
ま

す
。地
元
企
業
へ
の
就
職
な
ど
も
含
め
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、魅
力

あ
る
取
組
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花の選別を体験している生徒

　
太
良
町
内
の
福
祉

施
設
や
病
院
、観
光
協

会
な
ど
と
協
働
し
た

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。活
動
内
容
は
環
境

美
化
や
介
護
補
助
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、自
分
の
ペ
ー
ス

で
参
加
で
き
る
こ
と
が

魅
力
で
す
。

　
ま
た
、35
時
間
の
活
動
に
対
し
て
１
単
位
が

認
定
さ
れ
、１
年
生
で
は
毎
週
水
曜
日
５
、６
限

目
の
選
択
授
業
の
時
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
単
位
の
取
得
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水曜日のHOT Challenge

　
今
年
で
4
年
目

を
迎
え
る
神
楽
の

授
業
で
は
、佐
賀

神
楽
団
の
方
に
よ

る
、演
目
や
歴
史

の
授
業
、楽
箏
・
舞

の
技
術
指
導
を
し

て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か

ら
は
、現
在
、披
露
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た

太
良
町
の
川
原
地
区
に
伝
わ
る「
川
原
狂

言
」を
神
楽
で
伝
承
す
る
試
み
を
始
め
ま
し

た
。地
域
に
伝
わ
る
物
語
と
川
原
狂
言
の
衣

装
を
用
い
た
創
作
神
楽
を
地
域
の
神
社
の

灯
篭
ま
つ
り
で
披
露
し
、町
内
外
か
ら
の
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

神楽を披露している様子

HOT Challengeに参加して、地域の方
や施設利用者の方との交流をすること
で、高校生活では体験できないことや
考えに触れることができました。また、
コミュニケーションをとることが増え、
人と接することに積極的になれました。

HOT Challengeの参加者は、太良町に
多くの魅力があることを実感したり、医
療・福祉分野の人材不足といった社会問
題に向き合ったりすることができており、
このような経験を通して、地域に貢献す
る人材が育ってくれていると思います。

社会福祉協議会  中村さんInstagram

YouTube
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普通科と商業科の両キャンパスがある杵島郡３町（白石町、大町町、江北町）に関わる様々な魅力や課題を知り、
つながりながら、連携・協働した取組を行うことで、主体的に行動する力と課題解決能力の育成を目指しています。

私は高校で地域の人と話したり、地域の
課題に取り組んだりするうちに、いろん
なことに積極的に行動できるようになり
ました。大町町長の前で自分たちの企画
をプレゼンして実行できた時は、大きな
達成感が味わえました。

白石高校による地域とのコラボレーショ
ンは、確実に地域の元気につながってい
ます。地域をフィールドとした高校生の
活躍に感謝しています。これからも地域
とつながる学びを広げ、地域の未来をつ
くる人材を育ててほしいと思います。
須古地区地域づくり協議会  江口さん

　
１
年
生
の「
総

合
的
な
探
究
の
時

間
」で
行
っ
て
い
る

行
事
。「
防
災
・
減

災
」や「
地
域
活
性

化
」な
ど
の
テ
ー

マ
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
地
域
の
方
々

を
講
師
と
し
て
迎

え
、10
分
野
11
講

座
を
開
催
。両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
徒
と
教
職

員
が
、地
域
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
直
接

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、活
動
し
な
が
ら
学
び

ま
す
。

　
３
年
間
を
通
し
て
学
ぶ「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」の
ベ
ー
ス
と
し
て
、地
域
の
課
題
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、当
事
者
意
識
を
育
む

取
組
で
す
。

Instagram

YouTube

「環境分野」について学んでいる様子

　「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」で
は
、地
域
の

方
「々
ホ
ン
キ
の
大
人

先
生
」に
探
究
活
動
の

伴
走
者
に
な
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
て
、教

室
に
来
て
い
た
だ
い

た
り
、放
課
後
や
休
日

に
生
徒
と
共
に
活
動

し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、生
徒
の
学
び
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地域の災害対応についての話合い

　
体
験
的
・
実
践

的
な
探
究
活
動
と

し
て
、夏
に
商
業

科
キ
ャ
ン
パ
ス
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。地
域

活
性
化
や
地
域
の

子
育
て
支
援
、地

域
の
放
置
竹
林
問

題
な
ど
の
課
題
感

を
持
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
が
、地
域
の
方
の

力
を
借
り
な
が
ら
計
画
し
ま
し
た
。地
域

の
大
人
か
ら
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
や
竹
鉄
砲
作
り
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、子
ど
も
遊
び
、販
売
実
習
な
ど
を
展

開
し
、協
力
し
な
が
ら
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

普
通
科
キ
ャ
ン
パ
ス
は
冬
休
み
に
子
ど
も

対
象
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。

体験（竹鉄砲作り）コーナー

コロナ禍でできなかった煎茶接待
を初めて地域の方の前で行いま
した。うまくできないこともありま
したが、お客様から「ありがとう」
の感謝の言葉をいただけたことが
とても嬉しかったです。

放課後子ども教室「津の里ミュージ
アム」活動(子どもたちと料理や工作
をする活動)に高校生がボランティ
アで手伝いに来てくれています。優
しく楽しく指導してくれる高校生は
子どもたちに大人気です。

牛津公民館  熊谷さん

「地域に開かれた、愛される学校づくりプロジェクト」というテーマで、地域や地元企業との協働した取組を行
い、学校の魅力づくりを行っています。

　「
津
の
里
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」は
、牛
津

町
の
子
ど
も
た
ち

に
地
域
ぐ
る
み
で

様
々
な
体
験
を
提

供
す
る
た
め
に
小

城
市
が
毎
月
１
回

主
催
し
て
い
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。牛

津
高
校
生
は
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
の
大
人
の
方
と

協
働
し
な
が
ら
毎
回
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
は
牛
津
高
校
お
楽
し
み
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
う
こ
と
で
、本
校
の
３
学
科
の
３
年
生

が
指
導
者
と
し
て
、「
調
理
」や「
も
の
作
り
」

な
ど
学
科
の
特
長
を
生
か
し
た
テ
ー
マ
で
子

ど
も
た
ち
と
楽
し
く
活
動
を
し
ま
し
た
。

　「
み
せ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
は
牛

津
高
校
の
各
学
科

が
日
頃
の
学
習
で

身
に
付
け
た
成
果

や
技
術
の
発
表
の

場
と
し
て
お
店
を

出
店
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。今

回
の
出
店
で
は
、

食
品
調
理
科
は
地
元
企
業
と
協
働
開
発
し

た
商
品
の
販
売
、服
飾
デ
ザ
イ
ン
科
は
授
業

で
製
作
し
た
小
物
の
販
売
、生
活
経
営
科
は

煎
茶
の
接
待
を
行
い
ま
し
た
。今
回
の
お
客

様
の
反
応
や
運
営
の
反
省
か
ら
、課
題
を
見

付
け
改
良
を
続
け
る
こ
と
で
よ
り
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
づ
く
り
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Instagram

YouTube

協働開発した商品の販売子どもたちと一緒に調理

　
地
域
の
小
中
学
校

の
家
庭
科
の
授
業
に

出
前
授
業
や
授
業
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。小
学
校
家
庭
科

の
授
業
で
は
、生
活
に

役
立
つ
も
の
の
製
作

（
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
）で
ミ

シ
ン
操
作
の
補
助
、調

理
実
習（
い
ろ
ど
り
野

菜
炒
め
）で
は
包
丁
の
使
い
方
や
、炒
め
方
な
ど

の
調
理
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、楽

し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

６年生の裁縫の授業での縫い方指導

　生徒や保護者・地域の願いや期待を踏まえ、各学校が自校の目指す学校像や育成したい生徒像を描き、その実現を達成するため、学
校教育全体の中でどのような方策を考え、組織的に取り組んでいるかを示した基本構想です。スクール・ミッション、学校教育目標やス
クール･ポリシー（３つのポリシー）から構成されています。
　各校が、育てたい生徒像に基づいて目指す方向や特色を明確にし、教育活動を体系化するとともに、それを教職員・生徒・保護者を
含めた地域社会と共有します。

活用するポイント！

（佐賀県立鹿島高等学校＞HOME >スクール・ミッション/グランドデザイン）より引用▶

（島根県＞トップ > 子育て・教育 > 教育・学習 > 高校魅力化 > グランドデザイン > グランドデザイン）より一部引用

生徒の視点で「この学校で何をどのように学び、何ができるよう
になるか」を描くことが重要です。中学生や保護者が学校を選び
やすくなる言葉やデザインを意識しましょう。

作成するための議論を教育活動改善のチャンスと捉え、それぞ
れの教育活動の目的や内容を精選し、見直すきっかけとして活
用しましょう。

作って終わりとなってしまっては意味がありません。教職員はも
ちろんのこと、生徒・保護者・地域とも共有しながら教育活動を
推進し、そして常にデザインを更新していきましょう。

地域連携型の体験学習とボランティアの推進によるキャリア教育や、地域行事への積極的な参加を通して、
校内外で生徒が活躍できる魅力ある学校にすると同時に、地域社会に貢献できる人材の育成を目指しています。

　
有
明
海
に
つ
い

て
学
ぶ「
有
明
海

学
」、地
域
の
風
土

や
歴
史
を
学
ぶ

「
郷
土
学
習
」、地

域
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
か
ら
農
業
に

つ
い
て
学
ぶ「
栽
培

体
験
・
グ
リ
ー
ン
デ

ザ
イ
ン
」、地
域
の

事
業
所
で
毎
週
1
回
就
業
体
験
を
し
、地
域

の
産
業
や
働
く
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ「
体
験

学
習
」な
ど
、本
校
で
は
地
域
と
連
携
し
、体

験
的
に
学
べ
る
授
業
を
多
く
展
開
し
て
い
ま

す
。地
元
企
業
へ
の
就
職
な
ど
も
含
め
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、魅
力

あ
る
取
組
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花の選別を体験している生徒

　
太
良
町
内
の
福
祉

施
設
や
病
院
、観
光
協

会
な
ど
と
協
働
し
た

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。活
動
内
容
は
環
境

美
化
や
介
護
補
助
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、自
分
の
ペ
ー
ス

で
参
加
で
き
る
こ
と
が

魅
力
で
す
。

　
ま
た
、35
時
間
の
活
動
に
対
し
て
１
単
位
が

認
定
さ
れ
、１
年
生
で
は
毎
週
水
曜
日
５
、６
限

目
の
選
択
授
業
の
時
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
単
位
の
取
得
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水曜日のHOT Challenge

　
今
年
で
4
年
目

を
迎
え
る
神
楽
の

授
業
で
は
、佐
賀

神
楽
団
の
方
に
よ

る
、演
目
や
歴
史

の
授
業
、楽
箏
・
舞

の
技
術
指
導
を
し

て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か

ら
は
、現
在
、披
露
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た

太
良
町
の
川
原
地
区
に
伝
わ
る「
川
原
狂

言
」を
神
楽
で
伝
承
す
る
試
み
を
始
め
ま
し

た
。地
域
に
伝
わ
る
物
語
と
川
原
狂
言
の
衣

装
を
用
い
た
創
作
神
楽
を
地
域
の
神
社
の

灯
篭
ま
つ
り
で
披
露
し
、町
内
外
か
ら
の
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

神楽を披露している様子

HOT Challengeに参加して、地域の方
や施設利用者の方との交流をすること
で、高校生活では体験できないことや
考えに触れることができました。また、
コミュニケーションをとることが増え、
人と接することに積極的になれました。

HOT Challengeの参加者は、太良町に
多くの魅力があることを実感したり、医
療・福祉分野の人材不足といった社会問
題に向き合ったりすることができており、
このような経験を通して、地域に貢献す
る人材が育ってくれていると思います。

社会福祉協議会  中村さんInstagram

YouTube
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総合的な探究の時間を通して、地元神埼の産業・教育・医療福祉機関と連携し、生徒たちの主体的な姿勢を
育みながら地域に貢献できる人材育成に取り組んでいます。

　
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
毎
年
参
加
し

て
、よ
り
多
く
の

人
に
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
地
域
の

方
と
話
し
合
い
な

が
ら
企
画
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
準
備
や
打
ち
合

わ
せ
、広
報
活
動

に
携
わ
る
こ
と
で
、地
域
の
方
の
熱
い
思
い

や
支
え
が
あ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
が
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

Instagram

　
神
埼
の
魅
力
や

課
題
を
調
べ
て
、実

際
に
町
を
歩
き
な

が
ら
調
査
し
、地

域
の
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
す
。

　
分
か
ら
な
い
こ

と
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
調
べ
る
等
し
て
、

発
表
用
の
資
料
作
り
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習

を
重
ね
、文
化
祭
で
は
代
表
生
徒
が
全
校
生

徒
に
向
け
て
発
表
し
、成
果
を
共
有
し
て
い

ま
す
。

仁比山神社で説明を受ける様子櫛田の市での出店

　
教
育
に
興
味
を
持
つ

生
徒
た
ち
が
、絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
し
た

り
、手
作
り
の
お
も

ち
ゃ
を
持
っ
て
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し

ま
す
。神
埼
町
の
図
書

館
や
地
元
の
幼
稚
園
に

出
か
け
て
、絵
本
や
お

も
ち
ゃ
の
準
備
に
追
わ

れ
な
が
ら
も
、大
き
な
声
で
ゆ
っ
く
り
説
明
す
る

な
ど
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

神埼市立図書館での絵本の読み聞かせ

小学生との接し方・伝わる話し
方・楽しんでもらえる遊びなどに
ついて考え準備をするのは時間
がかかったけれど、実践がうまく
いったときは嬉しかったです。

「お手伝い」ではなく、めいっぱい自
分のために経験することが大切。
「失敗しないように」ではなく、失敗
から学ぶことも多いから「失敗して
もいい」ということをどんどん子ども
たちに伝えていきたいです。

地域の方と関わる機会が多くあり、イノシ
シソーセージパンを試食していただいた方
からの「おいしい。販売されたら絶対に買う
ね。」などの言葉はとても嬉しく、私たちの
活動に対するやる気に繋がっています。

高志館高校の生徒による公民館講座
が定着。小学生向けの「ミニ門松づく
り」や、大人向けの「苔玉づくり」など
に加え、学習成果の発表会も町民を
前に実施しています。高志館高校と地
域のつながりに期待しています。

「地域とともにある学校 ～生徒・職員が誇れる学校、保護者から信頼される学校、地域から必要とさ
れる学校～」をテーマに、地域と連携・協働した取組を推進しています。

　
も
の
づ
く
り

の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と

春
日
公
民
館
と

協
働
で
地
域
の

小
学
生
対
象
の

ミ
ニ
門
松
づ
く

り
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。高
校

生
が
小
学
生
へ

の
説
明
や
サ
ポ
ー
ト
の
す
べ
て
を
行
い
、教
え

る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、小
学

生
に
優
し
く
声
を
か
け
な
が
ら
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。小
学
生
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔

を
見
る
こ
と
も
で
き
、参
加
し
た
生
徒
全
員

が
講
師
を
し
て
よ
か
っ
た
と
答
え
て
お
り
、

生
徒
た
ち
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
害
獣
で
あ
る

イ
ノ
シ
シ
の
肉
を

使
っ
た
ソ
ー
セ
ー

ジ
で
、イ
ノ
シ
シ

ソ
ー
セ
ー
ジ
パ
ン

を
開
発
し
て
い
ま

す
。地
域
の
パ
ン

屋
さ
ん
か
ら
技

術
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
、地
域

の
方
に
は
試
食
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ン

や
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
な
ど
の
商
品
開
発
を
通

し
て
、製
パ
ン
技
術
が
向
上
し
、ま
た
、地
域

の
方
か
ら
直
接
感
想
を
い
た
だ
く
機
会
が

あ
る
こ
と
で
、商
品
開
発
へ
の
意
欲
向
上
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

Instagram

YouTube

地域のパン屋さんからの技術指導小学生とのミニ門松づくり

　
水
耕
栽
培
と
陸
上

養
殖
を
掛
け
合
わ
せ

た
次
世
代
の
持
続
可

能
な
循
環
型
農
業「
ア

ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
」と
、

ゼ
ネ
コ
ン
の
熊
谷
組
が

発
見
し
た
微
細
藻
類

の
独
自
株
培
養
を
組

み
合
わ
せ
た
環
境
保

全
型
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

農
業「
藻
類
×
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
」の
ラ
ボ
で
、

実
証
事
業
を
行
う
同
社
と
実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
お
け
る
産
学
連
携
協
定
を
締
結
し
、水
耕
栽

培
に
関
す
る
実
習
を
始
め
ま
し
た
。野
菜
苗
を

定
植
し
、定
期
的
に
ラ
ボ
で
実
習
を
行
い
、試
験

栽
培
を
重
ね
て
い
ま
す
。

熊谷組と産学連携協定を締結

「総合的な探究の時間」を学校でのあらゆる活動に結びつけるものとして位置づけ、外部講師による講演会を実施し
たり、フィールドワークに基づく探究活動を推進したりして、主体的に行動できる生徒の育成に取り組んでいます。

　
1
年
目
は「
日
本
の
未
来
を
知
る 

そ
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
を
工
学
で
考
え
る
」と
題
し
、慶
應
義
塾
大
学
教
授
松
尾
亜

紀
子
氏
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。２
年
目
は
本
校
卒
業

生
の
江
口
静
氏
を
招
き
、高
校
時
代
の
過
ご
し
方
や
起
業
家

精
神
に
つ
い
て
、３
年
目
は
金
沢
大
学
教
授
金
間
大
介
氏
に
よ

る
、若
者
の
主
体
性
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
に
つ
い
て
の
講
演
を

い
た
だ
き
、生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
1
年
秋
〜
２
年
夏
に
か
け
て
、自
ら
の
興
味
関
心
に
基
づ
く

テ
ー
マ
を
設
定
し
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、大
学
等
専
門
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、探
究
活
動
を
行
い
、７
月
に
本
校
体
育
館
で
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。２
年
生
が
一
年
間
の
探
究
活

動
の
成
果
を
、１
年
生
や
教
職
員
に
向
け
て
発
表
す
る
一
方

で
、１
年
生
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
を
行
い
、双
方
向
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
議
論
が
白
熱
し
ま
し
た
。

ポスターセッション

　
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
、優
秀
作
と
認
め
ら
れ
た
５

グ
ル
ー
プ
は
、発
表
資
料
を
作
成
し
、県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
で

本
校
生
徒
や
近
隣
の
中
学
生
を
前
に
、堂
々
と
発
表
を
行
い

ま
し
た
。外
部
か
ら
審
査
員
を
招
き
、発
表
内
容
や
プ
レ
ゼ
ン

に
関
す
る
講
評
を
い
た
だ
き
、相
手
に
効
果
的
に
伝
え
る
方

法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、参
加
者
か
ら

の
質
問
に
対
し
て
臨
機
応
変
に
応
答
し
て
い
ま
し
た
。

外部講師による講演会

武雄高校では武雄市と連携協働し、「武雄市まちづくり参画事業」として1・2年生がチームで武雄市への企画提案を
行っています。この活動を本校の「総合的な探究の時間」である「探究Ⅱ」に結び付け、工夫を重ねて実施しています。

　
武
雄
市
よ
り
講
師
を
派
遣
い
た
だ
き
、本
校
1
年
生
に
対

し
て「
防
災
」「
観
光
」「
多
文
化
」「
ス
マ
ー
ト
農
業
」「
子
ど
も
」

の
５
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
武
雄
市
に
関
す
る
講
座
を
開
き

ま
し
た
。講
座
で
は
、武
雄
市
の
現
状
や
問
題
点
、現
在
行
わ
れ

て
い
る
取
組
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
こ
の
講
座

を
通
し
て
武
雄
市
に
関
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
行
い
、そ
れ
に
基

づ
き
自
分
た
ち
の
探
究
活
動
の
課
題
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
武
雄
市
長
の
小
松
政
氏
を
お
招
き
し
、「
未
来
を
拓
く
君
た

ち
へ
」と
い
う
題
で
、武
雄
市
の
現
状
や
取
組
に
つ
い
て
１
年
生

に
対
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、生
徒
た
ち
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、自
分
の
考
え
る
武
雄
市
の
魅
力
や
問

題
点
に
関
し
て
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。こ
の
講
演

と
活
動
を
通
し
、生
徒
た
ち
は
郷
土
に
関
す
る
考
え
を
深
め
、

そ
の
魅
力
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
武
雄
市
と
連
携
協
働
し
、「
武
雄
市
ま
ち
づ
く
り
参
画
事

業
」と
し
て
、1
・
2
年
生
が
チ
ー
ム
で
武
雄
市
の
課
題
の
解

決
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
企
画
提
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。６
月
に
希
望
者
を
募
り
、64
名
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
設
定
・

計
画
作
成
を
行
っ
た
後
、夏
休
み
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
実

践
活
動
を
経
て
、武
雄
市
役
所
に
て
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

武雄市まちづくり参画事業・
フィールドワーク

Instagram

武雄市出前講座・「多文化」

産学官協働の新しいまちづくりをめざして、＃キセキ部では地域に学び地域の活性化に貢献する取組を
行っています。

　
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
方
の
生
き
方
や
職
業
観
、仕
事
の
や

り
が
い
や
苦
労
、地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
の
話
を
聞
き
、将
来

の
進
路
や
職
業
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。毎
年
２
回
実
施
し
、今
年
で
６
年
目
に
な
り

ま
す
。

　
地
域
の
小
学
生
と
本
校
生
徒
が
学
び
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
お
り
、今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。カ
ブ
ト
ガ
ニ
、習

字
、図
画
工
作
、小
物
製
作
、夏
休
み
の
課
題
の
５
教
室
を
開

催
し
、本
校
理
化
生
物
部
、書
道
部
、美
術
部
、家
庭
部
の
生
徒

と
教
員
志
望
の
生
徒
た
ち
が
市
内
小
学
校
10
校
の
３
年
生
以

上
の
児
童
に
教
え
ま
し
た
。高
校
生
に
よ
る
指
導
で
小
学
生

も
楽
し
く
学
び
、本
校
生
徒
も
教
え
る
難
し
さ
や
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
＃
キ
セ
キ
部
は
令
和
元
年
度
に
生
ま
れ
た
本
校
生
徒
に
よ

る
活
動
組
織
で
、地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、「
小
さ
く
て
も
キ

セ
キ
を
お
こ
す
よ
う
な
企
画
」を
自
分
た
ち
で
発
案
し
、実
践

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
今
年
で
６
年
目
に
な
る
の
が「
出
張

キ
セ
キ
ト
ー
ク
」で
あ
り
、市
内
の
6
つ
の
中
学
校
を
キ
セ
キ

部
員
が
訪
問
し
、中
学
２
年
生
の
ク
ラ
ス
に
入
り
、地
域
の
現

状
と
課
題
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
、中
学
生
と
一
緒
に
改
善
策
を
考

え
て
い
ま
す
。

YouTube

ホームページ

伊高寺子屋での宿題指導

キセキトーク

春日公民館  古賀さん

神埼情報館  喜多さん
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総合的な探究の時間を通して、地元神埼の産業・教育・医療福祉機関と連携し、生徒たちの主体的な姿勢を
育みながら地域に貢献できる人材育成に取り組んでいます。

　
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
毎
年
参
加
し

て
、よ
り
多
く
の

人
に
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
地
域
の

方
と
話
し
合
い
な

が
ら
企
画
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
準
備
や
打
ち
合

わ
せ
、広
報
活
動

に
携
わ
る
こ
と
で
、地
域
の
方
の
熱
い
思
い

や
支
え
が
あ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
が
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

Instagram

　
神
埼
の
魅
力
や

課
題
を
調
べ
て
、実

際
に
町
を
歩
き
な

が
ら
調
査
し
、地

域
の
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
す
。

　
分
か
ら
な
い
こ

と
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
調
べ
る
等
し
て
、

発
表
用
の
資
料
作
り
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習

を
重
ね
、文
化
祭
で
は
代
表
生
徒
が
全
校
生

徒
に
向
け
て
発
表
し
、成
果
を
共
有
し
て
い

ま
す
。

仁比山神社で説明を受ける様子櫛田の市での出店

　
教
育
に
興
味
を
持
つ

生
徒
た
ち
が
、絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
し
た

り
、手
作
り
の
お
も

ち
ゃ
を
持
っ
て
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し

ま
す
。神
埼
町
の
図
書

館
や
地
元
の
幼
稚
園
に

出
か
け
て
、絵
本
や
お

も
ち
ゃ
の
準
備
に
追
わ

れ
な
が
ら
も
、大
き
な
声
で
ゆ
っ
く
り
説
明
す
る

な
ど
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

神埼市立図書館での絵本の読み聞かせ

小学生との接し方・伝わる話し
方・楽しんでもらえる遊びなどに
ついて考え準備をするのは時間
がかかったけれど、実践がうまく
いったときは嬉しかったです。

「お手伝い」ではなく、めいっぱい自
分のために経験することが大切。
「失敗しないように」ではなく、失敗
から学ぶことも多いから「失敗して
もいい」ということをどんどん子ども
たちに伝えていきたいです。

地域の方と関わる機会が多くあり、イノシ
シソーセージパンを試食していただいた方
からの「おいしい。販売されたら絶対に買う
ね。」などの言葉はとても嬉しく、私たちの
活動に対するやる気に繋がっています。

高志館高校の生徒による公民館講座
が定着。小学生向けの「ミニ門松づく
り」や、大人向けの「苔玉づくり」など
に加え、学習成果の発表会も町民を
前に実施しています。高志館高校と地
域のつながりに期待しています。

「地域とともにある学校 ～生徒・職員が誇れる学校、保護者から信頼される学校、地域から必要とさ
れる学校～」をテーマに、地域と連携・協働した取組を推進しています。

　
も
の
づ
く
り

の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と

春
日
公
民
館
と

協
働
で
地
域
の

小
学
生
対
象
の

ミ
ニ
門
松
づ
く

り
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。高
校

生
が
小
学
生
へ

の
説
明
や
サ
ポ
ー
ト
の
す
べ
て
を
行
い
、教
え

る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、小
学

生
に
優
し
く
声
を
か
け
な
が
ら
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。小
学
生
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔

を
見
る
こ
と
も
で
き
、参
加
し
た
生
徒
全
員

が
講
師
を
し
て
よ
か
っ
た
と
答
え
て
お
り
、

生
徒
た
ち
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
害
獣
で
あ
る

イ
ノ
シ
シ
の
肉
を

使
っ
た
ソ
ー
セ
ー

ジ
で
、イ
ノ
シ
シ

ソ
ー
セ
ー
ジ
パ
ン

を
開
発
し
て
い
ま

す
。地
域
の
パ
ン

屋
さ
ん
か
ら
技

術
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
、地
域

の
方
に
は
試
食
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ン

や
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
な
ど
の
商
品
開
発
を
通

し
て
、製
パ
ン
技
術
が
向
上
し
、ま
た
、地
域

の
方
か
ら
直
接
感
想
を
い
た
だ
く
機
会
が

あ
る
こ
と
で
、商
品
開
発
へ
の
意
欲
向
上
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

Instagram

YouTube

地域のパン屋さんからの技術指導小学生とのミニ門松づくり

　
水
耕
栽
培
と
陸
上

養
殖
を
掛
け
合
わ
せ

た
次
世
代
の
持
続
可

能
な
循
環
型
農
業「
ア

ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
」と
、

ゼ
ネ
コ
ン
の
熊
谷
組
が

発
見
し
た
微
細
藻
類

の
独
自
株
培
養
を
組

み
合
わ
せ
た
環
境
保

全
型
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

農
業「
藻
類
×
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
」の
ラ
ボ
で
、

実
証
事
業
を
行
う
同
社
と
実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
お
け
る
産
学
連
携
協
定
を
締
結
し
、水
耕
栽

培
に
関
す
る
実
習
を
始
め
ま
し
た
。野
菜
苗
を

定
植
し
、定
期
的
に
ラ
ボ
で
実
習
を
行
い
、試
験

栽
培
を
重
ね
て
い
ま
す
。

熊谷組と産学連携協定を締結

「総合的な探究の時間」を学校でのあらゆる活動に結びつけるものとして位置づけ、外部講師による講演会を実施し
たり、フィールドワークに基づく探究活動を推進したりして、主体的に行動できる生徒の育成に取り組んでいます。

　
1
年
目
は「
日
本
の
未
来
を
知
る 

そ
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
を
工
学
で
考
え
る
」と
題
し
、慶
應
義
塾
大
学
教
授
松
尾
亜

紀
子
氏
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。２
年
目
は
本
校
卒
業

生
の
江
口
静
氏
を
招
き
、高
校
時
代
の
過
ご
し
方
や
起
業
家

精
神
に
つ
い
て
、３
年
目
は
金
沢
大
学
教
授
金
間
大
介
氏
に
よ

る
、若
者
の
主
体
性
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
に
つ
い
て
の
講
演
を

い
た
だ
き
、生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
1
年
秋
〜
２
年
夏
に
か
け
て
、自
ら
の
興
味
関
心
に
基
づ
く

テ
ー
マ
を
設
定
し
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、大
学
等
専
門
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、探
究
活
動
を
行
い
、７
月
に
本
校
体
育
館
で
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。２
年
生
が
一
年
間
の
探
究
活

動
の
成
果
を
、１
年
生
や
教
職
員
に
向
け
て
発
表
す
る
一
方

で
、１
年
生
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
を
行
い
、双
方
向
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
議
論
が
白
熱
し
ま
し
た
。

ポスターセッション

　
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
、優
秀
作
と
認
め
ら
れ
た
５

グ
ル
ー
プ
は
、発
表
資
料
を
作
成
し
、県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
で

本
校
生
徒
や
近
隣
の
中
学
生
を
前
に
、堂
々
と
発
表
を
行
い

ま
し
た
。外
部
か
ら
審
査
員
を
招
き
、発
表
内
容
や
プ
レ
ゼ
ン

に
関
す
る
講
評
を
い
た
だ
き
、相
手
に
効
果
的
に
伝
え
る
方

法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、参
加
者
か
ら

の
質
問
に
対
し
て
臨
機
応
変
に
応
答
し
て
い
ま
し
た
。

外部講師による講演会

武雄高校では武雄市と連携協働し、「武雄市まちづくり参画事業」として1・2年生がチームで武雄市への企画提案を
行っています。この活動を本校の「総合的な探究の時間」である「探究Ⅱ」に結び付け、工夫を重ねて実施しています。

　
武
雄
市
よ
り
講
師
を
派
遣
い
た
だ
き
、本
校
1
年
生
に
対

し
て「
防
災
」「
観
光
」「
多
文
化
」「
ス
マ
ー
ト
農
業
」「
子
ど
も
」

の
５
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
武
雄
市
に
関
す
る
講
座
を
開
き

ま
し
た
。講
座
で
は
、武
雄
市
の
現
状
や
問
題
点
、現
在
行
わ
れ

て
い
る
取
組
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
こ
の
講
座

を
通
し
て
武
雄
市
に
関
す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
行
い
、そ
れ
に
基

づ
き
自
分
た
ち
の
探
究
活
動
の
課
題
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
武
雄
市
長
の
小
松
政
氏
を
お
招
き
し
、「
未
来
を
拓
く
君
た

ち
へ
」と
い
う
題
で
、武
雄
市
の
現
状
や
取
組
に
つ
い
て
１
年
生

に
対
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、生
徒
た
ち
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、自
分
の
考
え
る
武
雄
市
の
魅
力
や
問

題
点
に
関
し
て
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。こ
の
講
演

と
活
動
を
通
し
、生
徒
た
ち
は
郷
土
に
関
す
る
考
え
を
深
め
、

そ
の
魅
力
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
武
雄
市
と
連
携
協
働
し
、「
武
雄
市
ま
ち
づ
く
り
参
画
事

業
」と
し
て
、1
・
2
年
生
が
チ
ー
ム
で
武
雄
市
の
課
題
の
解

決
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
企
画
提
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。６
月
に
希
望
者
を
募
り
、64
名
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
設
定
・

計
画
作
成
を
行
っ
た
後
、夏
休
み
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
実

践
活
動
を
経
て
、武
雄
市
役
所
に
て
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

武雄市まちづくり参画事業・
フィールドワーク

Instagram

武雄市出前講座・「多文化」

産学官協働の新しいまちづくりをめざして、＃キセキ部では地域に学び地域の活性化に貢献する取組を
行っています。

　
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
方
の
生
き
方
や
職
業
観
、仕
事
の
や

り
が
い
や
苦
労
、地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
の
話
を
聞
き
、将
来

の
進
路
や
職
業
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。毎
年
２
回
実
施
し
、今
年
で
６
年
目
に
な
り

ま
す
。

　
地
域
の
小
学
生
と
本
校
生
徒
が
学
び
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
お
り
、今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。カ
ブ
ト
ガ
ニ
、習

字
、図
画
工
作
、小
物
製
作
、夏
休
み
の
課
題
の
５
教
室
を
開

催
し
、本
校
理
化
生
物
部
、書
道
部
、美
術
部
、家
庭
部
の
生
徒

と
教
員
志
望
の
生
徒
た
ち
が
市
内
小
学
校
10
校
の
３
年
生
以

上
の
児
童
に
教
え
ま
し
た
。高
校
生
に
よ
る
指
導
で
小
学
生

も
楽
し
く
学
び
、本
校
生
徒
も
教
え
る
難
し
さ
や
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
＃
キ
セ
キ
部
は
令
和
元
年
度
に
生
ま
れ
た
本
校
生
徒
に
よ

る
活
動
組
織
で
、地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、「
小
さ
く
て
も
キ

セ
キ
を
お
こ
す
よ
う
な
企
画
」を
自
分
た
ち
で
発
案
し
、実
践

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
今
年
で
６
年
目
に
な
る
の
が「
出
張

キ
セ
キ
ト
ー
ク
」で
あ
り
、市
内
の
6
つ
の
中
学
校
を
キ
セ
キ

部
員
が
訪
問
し
、中
学
２
年
生
の
ク
ラ
ス
に
入
り
、地
域
の
現

状
と
課
題
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
、中
学
生
と
一
緒
に
改
善
策
を
考

え
て
い
ま
す
。

YouTube

ホームページ

伊高寺子屋での宿題指導

キセキトーク

春日公民館  古賀さん

神埼情報館  喜多さん
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学校と地域がつながり、活力と魅力を生み出す実践型ビジネス教育に取り組んでいます。生徒の主体性
を尊重し、生きたビジネスについて学び、地域や地域産業の振興・活性化に貢献できる生徒を育てます。

　
地
元
企
業
と
協
力
し
て
商
品
開
発
を
行
い
、本
校
が
運
営

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
か
ら
つ
学
美

舎
」で
販
売
し
た
り
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
て
対
面
販

売
を
行
う
な
ど
、地
元
企
業
の
活
性
化
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、商
品
の
開
発
か
ら
消
費
者
へ
届
け
る
ま
で
の

一
連
の
過
程
を
学
び
、問
題
解
決
能
力
や
創
造
力
を
磨
き
、実

践
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

イベントでの販売実習

　
地
元
の
専
門
学
校
と
連
携
し
て
、情
報
処
理
コ
ー
ス
の
生

徒
を
対
象
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ス

ク
ラ
ッ
チ
を
使
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
パ
ソ
コ
ン
上
で

車
を
自
走
運
転
さ
せ
た
り
、ド
ロ
ー
ン
を
目
的
の
場
所
ま
で

飛
行
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
体
育
館
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を

修
正
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
商
業
科
O
A
コ
ー
ス
の
選
択
授
業
と
し
て
開
設
し
て
い
る

韓
国
語
の
授
業
を
中
学
生
や
保
護
者
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に「
E
n
j
o
y
！
ハ
ン
グ
ル
講
座
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。韓
国
語
で
の
挨
拶
や
発
音
の
仕
方
、韓
国
の
食
文
化

な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。韓
服
の
試
着
体
験
な
ど
も
企
画

し
、写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

中学生対象のハングル教室

Instagram

YouTube

創立100年を超える地元の名称を冠した学校として「地域ボランティア型体験教育」を通じて、地域との
つながりをより強くし、課題に気付き課題解決に向けて行動できる人材の育成に取り組んでいます。

　
本
校
の「
あ
す
な
ろ
」は
昭
和
の
時
代
か
ら
続
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
目
的
と
し
た
部
活
動
で
す
。現
在
は
中
原
小
学
校
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ「
ひ
ま
わ
り
」で
週
２
回
の
学
習
支
援
と
、

月
末
に
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た
み
や
き
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
育

て
支
援
団
体
の「
と
っ
こ
い
子
育
て
C
L
U
B
」が
行
っ
て
い

る「
と
っ
こ
い
子
育
て
広
場
」の
お
手
伝
い
を
メ
イ
ン
に
活
動
し

て
い
ま
す
。そ
の
他
各
種
募
金
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
を
学
び
、地
域
の
課
題
を
知
る
」た
め
に
、年
に
２

回
、地
元
の
発
展
や
伝
統
の
継
承
の
た
め
活
躍
さ
れ
て
い
る

事
業
者
の
方
な
ど
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。実
際

の
企
業
活
動
や
地
域
の
た
め
の
活
動
か
ら
自
分
た
ち
の
身
近

に
い
ろ
い
ろ
な
課
題
や
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
る
良
い
機

会
と
な
り
、講
演
会
で
得
た
知
見
を「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」の
地
域
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
設
定
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

地元で活躍されている方を
招いてのSSL講演会

　
吹
奏
楽
部
や
放
送
部
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
に
加
え
、多

く
の
生
徒
が「
日
本
語
教
室
」「
図
書
館
お
は
な
し
会
」「
子
ど

も
教
室
」「
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
に
と
っ
て
地
域
の
人
た
ち
の
役
に
立
っ
て
い
る
喜
び

を
感
じ
る
と
同
時
に
、若
い
人
た
ち
の
援
助
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

図書館おはなし会
（読み聞かせや簡単な工作）

Instagram

　コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、学校と地域住民・保護者が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる
「地域とともにある学校」に転換するための仕組みです。この制度を導入することにより、学校が所在している地域ならではの創意や工
夫を生かした特色ある学校づくりを進めていくことができます。 

活用するポイント！

〇〇高等学校運営協議会
（コミュニティ・スクール）

同窓会、A市教委、PTA、
A市商工会、地元企業、
B小学校、NPO法人、
C中学校、県内大学 等

各部会を開き、実効性のある
運営体制を構築

小中高生の進路、地域課題解決、
学力向上における地域に根差し
た接続を実現する。

小中高接続部会

地域振興の担い手育成に向けた
実践と長期就業体験を軸とした
学校設定科目「（例）地域協働探
究」のカリキュラム開発をする。

産学官連携部会

本校教育の質の向上と各教科・
科目や探究学習のさらなる充実
（高度化）を目指す。

高大接続部会

「地域とともにある学校」づくりに向けて、まずは学校とし
ての「特色」を見つめ直すことが求められます。「なぜ地域
住民や保護者と力を合わせる必要があるのか」という「唯
一無二」のこだわりをまずは見付けましょう。

ここでいう「地域」については、学区や市町などの行政区域
（エリア）で地域を限定するよりも、学校の教育方針や教育
活動の範囲（テーマ）に応じて柔軟に考えていくことが大
切です。

地域で活躍する農業従事者を輩出するために地域・企業と連携したスマート農業教育に
取り組んでいます。また、地域と連携した商品開発や木育に取り組んでいます。

　
生
物
科
学
科
で
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
研
修
の
た
め
に
、ク

ボ
タ
田
主
丸
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　
G
P
S
を
搭
載
し
た
田
植
え
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
運

転
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、大
型
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
農
薬
散
布
の
実
演
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ス

マ
ー
ト
農
業
が
身
近
に
な
り
、農
業
の
省
力
化
が
大
き
く
進

ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
全
国
も
の
づ
く
り
塾
と
本
校
森
林
環
境
科
で「
も
の
づ
く

り
フ
ェ
ア
」を
本
校
体
育
館
で
開
催
し
、地
域
よ
り
１
０
０
名

以
上
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「
木
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
製
作
」や「
火
起
こ
し
ア
ウ
ト
ド

ア
体
験
」を
行
い
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
や
木
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子どもたち対象の木育

　
伊
万
里
市
炭
山
地
区
の「
す
み
や
ま
棚
田
を
守
る
会
」と

協
働
で
、そ
ば
粉
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
し
て
い
ま
す
。蕎
麦

の
種
ま
き
〜
花
の
観
察
〜
収
穫
〜
製
粉
〜
新
商
品
開
発
ま
で

の
一
連
の
流
れ
を
生
徒
が
主
体
的
に
行
い
、地
域
の
自
然
を
守

り
、語
り
継
ぐ
た
め
、地
域
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そば粉を使った商品開発

TikTok

YouTube

「嬉野の未来は私たちが作る！うれしの絆プロジェクト２」をテーマに、学校と地域の活性化を目指し、嬉野市
と協働した活動に取り組んでいます。

　
地
元
の
特
産
物
を
中
心
に
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、う
れ

し
の
茶
交
流
館「
チ
ャ
オ
シ
ル
」を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
日
本
茶
の
栽
培
の
み
な
ら
ず
、淹
れ
方
・
楽
し
み
方
を
知

る
こ
と
が
で
き
、ま
た
吉
田
焼
と
い
う
陶
磁
器
を
通
し
て
、そ

の
製
造
工
程
や
製
品
の
価
値
に
つ
い
て
も
理
解
が
深
ま
り
ま

し
た
。

吉田窯元会館を訪問

ひだまり体操の実演

　
平
成
23
年
度
か
ら
多
世
代
交
流
の
居
場
所「
嬉
高
ひ
だ
ま

り
サ
ロ
ン
」を
設
置
し
、高
齢
者
や
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、

高
校
生
な
ど
、若
い
世
代
と
シ
ニ
ア
世
代
が
気
軽
に
立
ち
寄
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
、嬉
高
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
恋
♡
来
い

♡
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
」に
合
わ
せ
た
体
操
や
モ
ル
ッ
ク
な
ど
の
ゲ
ー
ム

を
通
し
、楽
し
い
時
間
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
と
観
光
・
流
通
系
列
の
３
年
生
が
授

業
で
取
り
組
ん
で
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
羊
羹「
翡
翠
」「
琥
珀
」の

販
売
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
羊
羹
作
り
を
体
験
し
た
た
め
、そ
の
お
い
し
さ
を
具

体
的
に
P
R
で
き
、多
く
の
観
光
客
の
方
に
購
入
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Instagram

『専門分野を生かした「課題研究」の取組』により、表現力・課題解決力・行動力の育成を目指してい
ます。また、『全校的な情報発信の推進』により、職員及び生徒の表現力・情報発信力を磨いています。

　
課
題
研
究
の
商
品
企
画
チ
ー
ム
は
、佐
賀
県
の
特
産
品
等

を
使
っ
た
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。み
か
ん
の
皮
を

使
っ
た
入
浴
剤
、鳥
栖
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
の

考
案
、基
山
の
エ
ミ
ュ
ー
の
脂
を
原
料
と
す
る
乳
液
な
ど
が
あ

り
ま
す
。商
品
化
に
至
っ
た
も
の
も
あ
り
、高
校
生
ら
し
い
発

想
と
、佐
賀
県
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
意
欲
が
重
な
り
、様
々
な
商
品

案
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
栖
市
立
麓
小
学
校
で
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。「
基
礎
的
な
内
容
だ
け
で
な
く
、児
童
が
関

心
を
持
つ
よ
う
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
や
ド
ロ
ー
ン
を
使
う
教
材
を
自

作
し
て
い
ま
す
。小
学
生
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
お

り
、お
礼
の
手
紙
を
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。教
え
る
立

場
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
ま
し
た
。

麓小学校でのプログラミング教室

　
学
校
の
魅
力
を
高
め
、そ
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。S
S
L
の
取
組
の
一
環
と
し
て
広
報
委
員

を
新
設
し
、学
校
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
い
ち
早
く
開
設
し
た
こ

と
で
広
報
へ
の
意
識
が
向
上
し
ま
し
た
。職
員
か
ら
の
情
報
提

供
も
多
く
、毎
週
１
〜
２
回
更
新
し
て
い
ま
す
。S
N
S
だ
け

で
な
く
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
生
徒
が
制

作
し
た
り
、中
学
校
に
出
向
い
て
生
徒
自
ら
が
説
明
し
た
り

す
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

Instagram

「佐賀さいこう企画甲子園」での発表
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学校と地域がつながり、活力と魅力を生み出す実践型ビジネス教育に取り組んでいます。生徒の主体性
を尊重し、生きたビジネスについて学び、地域や地域産業の振興・活性化に貢献できる生徒を育てます。

　
地
元
企
業
と
協
力
し
て
商
品
開
発
を
行
い
、本
校
が
運
営

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
か
ら
つ
学
美

舎
」で
販
売
し
た
り
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
て
対
面
販

売
を
行
う
な
ど
、地
元
企
業
の
活
性
化
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、商
品
の
開
発
か
ら
消
費
者
へ
届
け
る
ま
で
の

一
連
の
過
程
を
学
び
、問
題
解
決
能
力
や
創
造
力
を
磨
き
、実

践
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

イベントでの販売実習

　
地
元
の
専
門
学
校
と
連
携
し
て
、情
報
処
理
コ
ー
ス
の
生

徒
を
対
象
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ス

ク
ラ
ッ
チ
を
使
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
パ
ソ
コ
ン
上
で

車
を
自
走
運
転
さ
せ
た
り
、ド
ロ
ー
ン
を
目
的
の
場
所
ま
で

飛
行
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
体
育
館
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を

修
正
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
商
業
科
O
A
コ
ー
ス
の
選
択
授
業
と
し
て
開
設
し
て
い
る

韓
国
語
の
授
業
を
中
学
生
や
保
護
者
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に「
E
n
j
o
y
！
ハ
ン
グ
ル
講
座
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。韓
国
語
で
の
挨
拶
や
発
音
の
仕
方
、韓
国
の
食
文
化

な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。韓
服
の
試
着
体
験
な
ど
も
企
画

し
、写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

中学生対象のハングル教室

Instagram

YouTube

創立100年を超える地元の名称を冠した学校として「地域ボランティア型体験教育」を通じて、地域との
つながりをより強くし、課題に気付き課題解決に向けて行動できる人材の育成に取り組んでいます。

　
本
校
の「
あ
す
な
ろ
」は
昭
和
の
時
代
か
ら
続
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
目
的
と
し
た
部
活
動
で
す
。現
在
は
中
原
小
学
校
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ「
ひ
ま
わ
り
」で
週
２
回
の
学
習
支
援
と
、

月
末
に
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た
み
や
き
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
育

て
支
援
団
体
の「
と
っ
こ
い
子
育
て
C
L
U
B
」が
行
っ
て
い

る「
と
っ
こ
い
子
育
て
広
場
」の
お
手
伝
い
を
メ
イ
ン
に
活
動
し

て
い
ま
す
。そ
の
他
各
種
募
金
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
を
学
び
、地
域
の
課
題
を
知
る
」た
め
に
、年
に
２

回
、地
元
の
発
展
や
伝
統
の
継
承
の
た
め
活
躍
さ
れ
て
い
る

事
業
者
の
方
な
ど
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。実
際

の
企
業
活
動
や
地
域
の
た
め
の
活
動
か
ら
自
分
た
ち
の
身
近

に
い
ろ
い
ろ
な
課
題
や
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
る
良
い
機

会
と
な
り
、講
演
会
で
得
た
知
見
を「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」の
地
域
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
設
定
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

地元で活躍されている方を
招いてのSSL講演会

　
吹
奏
楽
部
や
放
送
部
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
に
加
え
、多

く
の
生
徒
が「
日
本
語
教
室
」「
図
書
館
お
は
な
し
会
」「
子
ど

も
教
室
」「
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
に
と
っ
て
地
域
の
人
た
ち
の
役
に
立
っ
て
い
る
喜
び

を
感
じ
る
と
同
時
に
、若
い
人
た
ち
の
援
助
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

図書館おはなし会
（読み聞かせや簡単な工作）

Instagram

　コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、学校と地域住民・保護者が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる
「地域とともにある学校」に転換するための仕組みです。この制度を導入することにより、学校が所在している地域ならではの創意や工
夫を生かした特色ある学校づくりを進めていくことができます。 

活用するポイント！

〇〇高等学校運営協議会
（コミュニティ・スクール）

同窓会、A市教委、PTA、
A市商工会、地元企業、
B小学校、NPO法人、
C中学校、県内大学 等

各部会を開き、実効性のある
運営体制を構築

小中高生の進路、地域課題解決、
学力向上における地域に根差し
た接続を実現する。

小中高接続部会

地域振興の担い手育成に向けた
実践と長期就業体験を軸とした
学校設定科目「（例）地域協働探
究」のカリキュラム開発をする。

産学官連携部会

本校教育の質の向上と各教科・
科目や探究学習のさらなる充実
（高度化）を目指す。

高大接続部会

「地域とともにある学校」づくりに向けて、まずは学校とし
ての「特色」を見つめ直すことが求められます。「なぜ地域
住民や保護者と力を合わせる必要があるのか」という「唯
一無二」のこだわりをまずは見付けましょう。

ここでいう「地域」については、学区や市町などの行政区域
（エリア）で地域を限定するよりも、学校の教育方針や教育
活動の範囲（テーマ）に応じて柔軟に考えていくことが大
切です。

地域で活躍する農業従事者を輩出するために地域・企業と連携したスマート農業教育に
取り組んでいます。また、地域と連携した商品開発や木育に取り組んでいます。

　
生
物
科
学
科
で
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
研
修
の
た
め
に
、ク

ボ
タ
田
主
丸
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　
G
P
S
を
搭
載
し
た
田
植
え
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
運

転
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、大
型
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
農
薬
散
布
の
実
演
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ス

マ
ー
ト
農
業
が
身
近
に
な
り
、農
業
の
省
力
化
が
大
き
く
進

ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
全
国
も
の
づ
く
り
塾
と
本
校
森
林
環
境
科
で「
も
の
づ
く

り
フ
ェ
ア
」を
本
校
体
育
館
で
開
催
し
、地
域
よ
り
１
０
０
名

以
上
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「
木
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
製
作
」や「
火
起
こ
し
ア
ウ
ト
ド

ア
体
験
」を
行
い
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
や
木
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子どもたち対象の木育

　
伊
万
里
市
炭
山
地
区
の「
す
み
や
ま
棚
田
を
守
る
会
」と

協
働
で
、そ
ば
粉
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
し
て
い
ま
す
。蕎
麦

の
種
ま
き
〜
花
の
観
察
〜
収
穫
〜
製
粉
〜
新
商
品
開
発
ま
で

の
一
連
の
流
れ
を
生
徒
が
主
体
的
に
行
い
、地
域
の
自
然
を
守

り
、語
り
継
ぐ
た
め
、地
域
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そば粉を使った商品開発

TikTok

YouTube

「嬉野の未来は私たちが作る！うれしの絆プロジェクト２」をテーマに、学校と地域の活性化を目指し、嬉野市
と協働した活動に取り組んでいます。

　
地
元
の
特
産
物
を
中
心
に
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、う
れ

し
の
茶
交
流
館「
チ
ャ
オ
シ
ル
」を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
日
本
茶
の
栽
培
の
み
な
ら
ず
、淹
れ
方
・
楽
し
み
方
を
知

る
こ
と
が
で
き
、ま
た
吉
田
焼
と
い
う
陶
磁
器
を
通
し
て
、そ

の
製
造
工
程
や
製
品
の
価
値
に
つ
い
て
も
理
解
が
深
ま
り
ま

し
た
。

吉田窯元会館を訪問

ひだまり体操の実演

　
平
成
23
年
度
か
ら
多
世
代
交
流
の
居
場
所「
嬉
高
ひ
だ
ま

り
サ
ロ
ン
」を
設
置
し
、高
齢
者
や
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、

高
校
生
な
ど
、若
い
世
代
と
シ
ニ
ア
世
代
が
気
軽
に
立
ち
寄
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
、嬉
高
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
恋
♡
来
い

♡
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
」に
合
わ
せ
た
体
操
や
モ
ル
ッ
ク
な
ど
の
ゲ
ー
ム

を
通
し
、楽
し
い
時
間
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
と
観
光
・
流
通
系
列
の
３
年
生
が
授

業
で
取
り
組
ん
で
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
羊
羹「
翡
翠
」「
琥
珀
」の

販
売
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
羊
羹
作
り
を
体
験
し
た
た
め
、そ
の
お
い
し
さ
を
具

体
的
に
P
R
で
き
、多
く
の
観
光
客
の
方
に
購
入
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Instagram

『専門分野を生かした「課題研究」の取組』により、表現力・課題解決力・行動力の育成を目指してい
ます。また、『全校的な情報発信の推進』により、職員及び生徒の表現力・情報発信力を磨いています。

　
課
題
研
究
の
商
品
企
画
チ
ー
ム
は
、佐
賀
県
の
特
産
品
等

を
使
っ
た
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。み
か
ん
の
皮
を

使
っ
た
入
浴
剤
、鳥
栖
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
の

考
案
、基
山
の
エ
ミ
ュ
ー
の
脂
を
原
料
と
す
る
乳
液
な
ど
が
あ

り
ま
す
。商
品
化
に
至
っ
た
も
の
も
あ
り
、高
校
生
ら
し
い
発

想
と
、佐
賀
県
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
意
欲
が
重
な
り
、様
々
な
商
品

案
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
栖
市
立
麓
小
学
校
で
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。「
基
礎
的
な
内
容
だ
け
で
な
く
、児
童
が
関

心
を
持
つ
よ
う
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
や
ド
ロ
ー
ン
を
使
う
教
材
を
自

作
し
て
い
ま
す
。小
学
生
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
お

り
、お
礼
の
手
紙
を
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。教
え
る
立

場
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
ま
し
た
。

麓小学校でのプログラミング教室

　
学
校
の
魅
力
を
高
め
、そ
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。S
S
L
の
取
組
の
一
環
と
し
て
広
報
委
員

を
新
設
し
、学
校
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
い
ち
早
く
開
設
し
た
こ

と
で
広
報
へ
の
意
識
が
向
上
し
ま
し
た
。職
員
か
ら
の
情
報
提

供
も
多
く
、毎
週
１
〜
２
回
更
新
し
て
い
ま
す
。S
N
S
だ
け

で
な
く
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
生
徒
が
制

作
し
た
り
、中
学
校
に
出
向
い
て
生
徒
自
ら
が
説
明
し
た
り

す
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

Instagram

「佐賀さいこう企画甲子園」での発表
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佐賀県立高校（全日制）MAP

➡ SAGAコラボレーション・スクール（SCS）

➡ SAGAスマート・ラーニング（SSL）

ホームページは
こちらから

SAGA県立高校
進学ナビ

有田工業高校有田工業高校

唐津西高校唐津西高校

唐津青翔高校

太良高校太良高校

➡ SAGAコラボレーション・スクール（SCS）

➡ SAGAスマート・ラーニング（SSL）

鹿島高校 赤門学舎鹿島高校 赤門学舎
鹿島高校 大手門学舎鹿島高校 大手門学舎

嬉野高校
嬉野校舎

嬉野高校
塩田校舎

唐津商業高校

武雄高校

佐賀西高校

高志館高校高志館高校 神埼高校神埼高校

佐賀農業高校

佐賀東高校

神埼清明高校

厳木高校

唐津工業高校

唐津東高校

唐津南高校

伊万里実業高校
農林キャンパス

伊万里実業高校
商業キャンパス

伊万里高校

佐賀北高校

佐賀工業高校

佐賀商業高校

致遠館高校

鳥栖商業高校

三養基高校

鳥栖高校

鳥栖工業高校

白石高校 
商業科キャンパス

白石高校 
商業科キャンパス

牛津高校牛津高校

白石高校 
普通科キャンパス
白石高校 
普通科キャンパス

小城高校

多久高校

[生徒の全国募集をしている学校]
●有田工業高校（セラミック科、デザイン科）
●唐津青翔高校（総合学科 全系列）
※「地域みらい留学」に参画しています。

[普通科改革を行っている学校]
●佐賀東高校（普通科、スポーツ科）
●唐津西高校（地域探究進学コース、学際探究進学コース）
●鹿島高校（文理探求進学コース、未来探求進学コース）
●伊万里高校（普通科、MIRAI進学科）※令和7年度設置


